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はじめに 

新たな視点でアマチュア無線を楽しむ 

アマチュア無線とは，電波法では「金銭上の利益のためではなく，もっぱら個人的な無

線技術の興味によって行う自己訓練，通信及び技術的研究」と定義されています。非常に

漠然とした定義ですが，一言で言うと，電波で遊ぶことのできる趣味，と解釈することも

できます。無線機を用いて通信するだけでなく，アマチュア無線の競技であるコンテスト

への参加や，無線機やアンテナを自作するなど，さまざまな楽しみ方があります。 

現在，単なるコミュニケーションの手段としてのアマチュア無線は，情報通信技術の発

達で他の手段に置き換わりつつあり，終わりを迎えているといってもいい状況です。そこ

で，無線通信技術を体感し，学べるプラットフォームとしてのアマチュア無線の魅力を提

案します。 

ところで，電波は，現代社会においてどのようなところで使われているでしょうか。テ

レビやラジオ，スマートフォンなどが挙げられ，現代の情報化社会のなかで，さまざまな

無線デバイスが広く普及しています。しかし，これらの身近な無線デバイスは，周波数や

通信方式，送受信機，アンテナなどを自由に変更・改造することは基本的にできず，もは

やブラックボックス化されています。無線デバイスが身近に触れられるようになった一

方，無線通信技術を直接的に触れることは少ないのです。 

一方，アマチュア無線では，身近な無線デバイスにおいてブラックボックス化されてい

る技術を，ある程度自由に変更・改造することができます。そのため，通常体感すること

のできない無線通信技術を楽しむことのできる点が，情報通信技術の発達し，無線機器に

触れる機会が増えた現代におけるアマチュア無線の価値なのではないでしょうか。つま

り，アマチュア無線は，ソフトウェアやハードウェア，通信などの情報通信技術に関する

要素を楽しみながら体感し，学ぶことができるプラットフォームなのです。 

当部でも，楽しみながら学ぶということに焦点を当て，アマチュア無線の運用はもちろ

ん，電子工作，プログラミングなど，さまざまな活動に挑戦したいと思っています。当部

誌では，部の活動紹介や，部として，あるいは個人で取り組んだ製作物の紹介，さらには

無線関連の文化的・技術的な調査・研究をまとめています。 

 

さあ，楽しみながら無線通信技術を体感できる 

アマチュア無線の世界に飛び込もう！ 
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東北大学学友会アマチュア無線部とは 

東北大学の在学生からなる，アマチュア無線の運用やコンテストへの参加，電子工作や

プログラミングなど，アマチュア無線を中心に幅広い科学技術に関する活動を行っている

学友会の部活動です。川内と片平の 2キャンパスで活動しています。 

 

当部誌について 

2020 年度，コロナ禍の中で活動が制限される中で部員の研究・活動成果を共有するため

刊行を始め，皆様のご愛読もあって今回が第 10 号。バックナンバーは当部の公式 HP で

絶賛公開中です。ぜひそちらも同時にご覧下さい。
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Bard にアマチュア無線につい

て聞いてみた 

坂東入香 

はじめに 

この記事をお読みの方の中には，アマチュア無線

っていったい何だろうか？何が面白いのだろうか？

と思っている方もいらっしゃるのではないでしょう

か。本稿では，Googleの生成系 AI である Bard 

(https://bard.google.com/) にアマチュア無線に関す

る質問を入力し，その出力を本記事にコピペするこ

とで，読者の皆様にアマチュア無線について知って

いただき，深めていただこうという，手抜き記事と

なっております。なお，2023 年 10 月 12 日地点での

出力となります。 

 

Q: アマチュア無線とは 

A:  

アマチュア無線とは、金銭上の利益のためではな

く、専ら個人的に無線技術に興味を持ち、正当に許

可された者が行う自己訓練、通信及び技術研究のた

めの無線通信業務です。 

アマチュア無線は、電波法によって「アマチュア

無線局」として定義されています。アマチュア無線

局は、以下の条件を満たす必要があります。 

• 無線技術の研究、技術の普及、自己訓練、通

信、娯楽を目的とする。 

• 営利目的で利用しない。 

• 無線局免許を取得する。 

アマチュア無線は、国内外の見知らぬ人などとの

会話や交信証の交換、交信相手や地域の数を競うコ

ンテストや表彰するアワードなど、コミュニケーシ

ョンとしての趣味を中心に、個人レベルでの無線通

信技術の探求も魅力とされております。 

アマチュア無線の楽しみ方は、大きく分けて以下

の 3つに分けられます。 

• 交信を楽しむ 

アマチュア無線の最も基本的な楽しみ方です。国

内外の見知らぬ人などと会話したり、交信証を交換

したりして、世界中の人と交流を楽しむことができ

ます。 

• 技術を学ぶ 

アマチュア無線は、無線技術の学習にも最適で

す。無線機の操作や運用方法を学ぶことで、無線技

術の知識やスキルを身につけることができます。 

• 災害時に役立つ 

アマチュア無線は、災害時などの非常時に役立つ

こともあります。電気や通信網が途絶えた場合で

も、アマチュア無線機を使って情報共有や救助要請

を行うことができます。 

アマチュア無線を始めるには、まず無線局免許を

取得する必要があります。無線局免許は、総務省か

ら交付される国家資格です。無線局免許を取得する

には、アマチュア無線技士の資格を取得する必要が

あります。アマチュア無線技士の資格は、一般財団

法人日本アマチュア無線連盟（JARL）が実施する試

験に合格することで取得できます。 

アマチュア無線は、無線技術に興味がある人や、

世界中の人と交流したい人、災害時に役立ちたい人

などにおすすめの趣味です。 

 

筆者のコメント： 

アマチュア無線の定義から，楽しみ方，始め方ま

で，かなり網羅的な回答が出力されました。内容と

しては，免許取得の記述に明確な誤りがあり，総務

省から授与される国家資格は無縁局免許ではなく，

無線従事者資格であり，国家試験の実施主体は，一

般社団法人日本アマチュア無線連盟ではなく，公益

財団法人日本無線協会です。 

Bard の出力にもある通り，趣味で使用することの

できる無線という点がアマチュア無線のキーワード

です。アマチュア無線は業務用無線とは一線を画

し，個人の興味次第で，送受信機やアンテナ，周波

数，通信方式の改造ができ，まさに，電波で遊ぶこ

とのできる趣味なのです。しかし，アマチュア無線

ライフをエンジョイするためには，無線従事者資格

を取得する必要があります。そこで，続いてアマチ

ュア無線の始め方について，Bard に聞いてみること

にしたいと思います。 
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Q: アマチュア無線の始め方を回答せ

よ 

A:  

アマチュア無線を始めるには、以下の 3 つのステ

ップが必要です。 

1. 無線従事者免許証の取得 

2. 無線機の購入 

3. 無線局の開局 

1. 無線従事者免許証の取得 

アマチュア無線局を運用するためには、無線従事

者免許証が必要です。無線従事者免許証は、国家試

験に合格するか、一般財団法人日本アマチュア無線

振興協会（JARD）等が行う養成課程講習会を受講し

て修了試験に合格することで取得できます。 

国家試験は、第 1級、第 2 級、第 3 級、第 4級の

4 種類があり、第 4 級が最も簡単です。第 4 級の試験

は、筆記試験と口述試験で構成されており、筆記試

験は高校卒業程度の学力があれば合格できるレベル

です。 

養成課程講習会は、アマチュア無線の基礎から学

べる講習会です。2 日間の講習を受け、修了試験に合

格することで、無線従事者免許証を取得できます。 

2. 無線機の購入 

無線従事者免許証を取得したら、無線機を購入し

ます。無線機には、価格や機能、性能など、さまざ

まな種類があります。自分の運用スタイルや予算に

合わせて、適切な無線機を選びましょう。 

3. 無線局の開局 

無線機を購入したら、無線局の開局を申請しま

す。開局申請は、地方総合通信局に書面で行うこと

も、総務省のホームページから電子申請することも

できます。 

開局申請が受理されると、コールサインが交付さ

れます。コールサインは、アマチュア無線局を識別

するための符号です。 

アマチュア無線の始め方のポイント 

アマチュア無線を始める前に、以下のポイントを

押さえておきましょう。 

• アマチュア無線の基礎を学ぶ 

• 自分の運用スタイルを決める 

• 無線局の開局に必要な書類を用意する 

アマチュア無線は、さまざまな楽しみ方ができる

趣味です。まずは、基礎を学んで、自分の運用スタ

イルを決めてから、無線局の開局にチャレンジしま

しょう。 

アマチュア無線の始め方に関するおすすめの書籍 

• 『アマチュア無線を始めよう!』（日本アマチュア

無線振興協会） 

• 『アマチュア無線の教科書』（日本アマチュア無

線振興協会） 

• 『はじめてのアマチュア無線』（CQ 出版） 

アマチュア無線の始め方に関するおすすめのWeb

サイト 

• 日本アマチュア無線振興協会 

• 総務省 情報通信振興局 電波利用推進課 

• アマチュア無線チャンネル 

• アマチュア無線を楽しもう! 

アマチュア無線を始めて、世界中の人と交信を楽

しみましょう。 

 

筆者コメント： 

参考となる書籍まで案内してくれるという丁寧さ

に感心しました。誤りとしては，4 級の試験には口述

試験はありません。筆記試験のみです。アマチュア

無線開始の基本的な流れは，Bard の出力通りで，従

事者免許を取得し，無線機を購入後，無線局の開設

を行います。しかし，東北大生であれば，当部に入

部することで，当部の所有する設備や無線局免許を

使用することができます。つまり，個人で無線機購

入や無線局の開設の必要がないため，初期投資少な

くアマチュア無線を始めることができます。アマチ

ュア無線に興味を持たれた東北大生の皆様におかれ

ては，ぜひ，入部をご検討ください…。 
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Q: アマチュア無線の魅力を回答せよ 

A:  

アマチュア無線の魅力は、大きく分けて以下の 3

つが挙げられます。 

1. 世界中の人と繋がれる 

アマチュア無線は、世界中の人々と交信すること

ができるのが魅力です。無線機とアンテナがあれ

ば、どこからでも誰とでも交信することができま

す。そのため、遠く離れた家族や友人と連絡を取っ

たり、海外の人と交流したりすることができます。 

2. 通信技術を学べる 

アマチュア無線は、通信技術を学ぶことができる

のも魅力です。無線機の仕組みや電波の性質を学ぶ

ことで、通信技術に関する知識を深めることができ

ます。また、アマチュア無線の資格を取得すること

で、通信技術に関するスキルを身につけることがで

きます。 

3. 新しいことに挑戦できる 

アマチュア無線は、新しいことに挑戦できる趣味

です。移動運用や衛星通信、デジタル通信など、さ

まざまな楽しみ方があります。そのため、自分の興

味や関心に合わせて、さまざまなことに挑戦するこ

とができます。 

具体的な楽しみ方としては、以下のようなものが

挙げられます。 

• 日常的な交信 

近所の人や友人と、日常的な話をしたり、情報交

換をしたりすることができます。 

• 遠距離交信 

海外の人と交信したり、DX（アマチュア無線でい

う遠距離通信）を楽しんだりすることができます。 

• 特別な交信 

災害救助や救難活動、災害情報の伝達など、特別

な目的で交信を行うこともできます。 

• 技術的な楽しみ方 

アンテナの自作や、無線機の改造など、技術的な

楽しみ方もあります。 

アマチュア無線は、幅広い世代の人が楽しめる趣

味です。興味のある方は、ぜひ一度チャレンジして

みてはいかがでしょうか。 

 

筆者コメント： 

私自身はモールス通信に最近ハマっているのです

が，モールスという言葉もなく，次に魅力を感じて

いるコンテストという言葉もありませんでした。少

し，主力に不満がなくもないです…。一方で，無線

通信することそのものの楽しみもあるのも事実であ

り，遠くの局と交信できたときの喜びは計り知れま

せんし，移動運用と呼ばれる電波の飛びのよい場所

に移動して無線運用を行うという運用スタイルも非

常に魅力的な楽しみ方です。ちなみに，私は，自宅

運用より移動運用が好きです…。 

 

まとめ 

Bard にアマチュア無線に関する質問を入力し，回

答を出力させたところ，様々な内容が出力に盛り込

まれ，ほとんどが正しい記述であり，ある程度品質

の高い回答が得られたものの，誤りの記述も散見さ

れました。 

Bard の出力は簡潔であり，見出しとその説明とい

う構成で出力されることが多いため，非常に読みや

すく，アマチュア無線の魅力について，アマチュア

無線を知らない方に多少は伝えることができたので

はないかと考えています。また，この記事で少しで

もアマチュア無線について興味を持っていただけれ

ば幸いです。東北大生の学生の方におかれまして

は，現在も部員募集中ですので，ご興味を持たれま

したら，入部いただければ幸いです。  
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今から始めやすいアマチュア

無線 

幽霊部員 2 

はじめに 

令和５年 9 月 25 日に施行された「ワイヤレス人材

育成のためのアマチュア無線の活用等に係る制度改

正」によって免許制度が大きく変わった。これによ

ってアマチュア無線を始めやすくなったのである。

ここでは私が免許を取得した養成課程講習会の体験

と，制度改正によって簡単になった申請の内容につ

いて紹介する。 

 

やさしい講習会 

アマチュア無線従事者の免許を取得する方法は主

に、「国家試験を受験する方法」と「養成課程講習会

を受講する方法」などがある。私は第四級アマチュ

ア無線技士無線従事者免許証を取得するために一般

財団法人日本アマチュア無線振興協会（JARD）主催

の養成課程講習会（第四級標準コース）に参加した

1。私が講習会で免許を取ろうと思った理由はそれま

でアマチュア無線の知識が全くなかったことと知識

がない状態からなるべく早く免許がほしかったこ

と、18 歳以下の受講料金が安かったことが挙げられ

る。講習会は一般 23,150 円に対して 18 歳以下 9,850

円で受講ができるというお得感がある。 

講習会の流れを説明する。ここで私は事前の流れ

について説明しているサイトがなく不安だったた

め、そういった方に参考にしていただけるよう詳細

に説明したいと思う。私はネット上で受付を行っ

た。受付締切は講習会初日の１週間前の日（また

は、定員に達した日）であった。ネット上で申し込

みが完了すると開講する 4 日前までに「受講に関す

るご案内書等」が届いた。事前に講習会参加のため

に準備が必要なものは，① 住民票，② 証明写真（2

枚），③ 84円切手，④ 受講票，⑤ 筆記用具であ

 

1 養成課程講習会の詳細は下記URLを参照いただき

たい。URL: https://jard.or.jp/course/index.html 

る。教材は「第四級アマチュア無線教科書」、「第四

級養成課程模擬試験問題集」を使用したが、教材は

講習会当日に会場で配布されるため受講者は用意す

る必要がない。そしていよいよ講習会に行く。講習

会は法規が 6時間、無線工学が 4時間の 10時間で第

四級アマチュア無線技士養成課程講習会は 2 日間で

行われる。全ての授業時間のうち１時間以内の遅

刻・欠席・早退がある場合は、１時間の補講を受け

ることになる。この補講の時間は時間割に組み込ま

れているが全員が補講の必要がない場合、時間割を

繰り上げて試験することがあり迷惑をかけないため

にも遅刻・欠席・早退はしない方がいい。授業内で

は教科書にそって授業を聞く講座と問題集を使って

問題を解く講座がある。私が受けた講習会では１日

目に教科書を使い、2日目に問題集を使った。最後に

試験について説明する。試験科目は法規と無線工学

でそれぞれ 10 問、計 20問を 60分間で取り組む。試

験は四者択一式で 10問出題され、6 問以上正解する

と合格となる。どうしても心配になってしまう試験

だが、今回私が参加した講習会を主催する FIVE9 さ

んの講習会の合格率はここ数年 100%であるいう。講

習会について調べると逆に不安になるくらい「絶対

合格できる」というサイトを見つけるが、免許を取

る気持ちがあれば取れるはずである。（全ての試験問

題は授業内で扱う問題集の中から出題されるため一

度は解いたことのある問題で６問以上正解すればよ

い。） 

修了試験に合格すると 10日ほどでメールが届く。

しかし、すぐに手元に免許証が届いて運用できるよ

うになるわけではなく私の場合、約 1ヶ月後に免許

証が届いた。 

講習会で取得するメリットはアマチュア無線の知

識がないところから 2日で免許を取得できることと

おそらく試験よりも合格率が高いことがある。デメ

リットとしては試験に比べて実施されている回数が

少ないことと試験に比べて金額が高いことがある。

それぞれの目的に応じて免許取得方法を選択してい

ただきたい。 
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やさしい制度改正 

次にアマチュア無線に関する制度改正について紹

介する。制度改正によってアマチュア無線の活動を

すぐに始めやすくなった。無線従事者免許と無線局

免許を同時に申請することが可能になり、アマチュ

ア無線従事者資格の国家試験合格や養成課程修了か

らアマチュア局の開設・運用までに要する期間が，

従来に比べ短くなった[1]。今までは従事者免許を取

得した後、また別に無線局申請が必要で二度手間だ

ったものが、運用に必要な従事者免許と無線局免許

の申請が一度に行えるようになった。同時申請をす

る場合、無線従事者免許と無線局免許等の申請書の

提出先はアマチュア局の設置場所や常置場所を担当

する総合通信局等である。宮城県内からは東北総合

通信局に提出することになる。ただし申請書必ずし

も同時に申請する必要はない。アマチュア無線従事

者免許の申請を提出した後は、いつでもアマチュア

局の申請を行うことができる。 

また、アマチュア局の申請書等に特例様式が導入

されたことによって書類手続きがわかりやすくなっ

た[1]。初心者やライトユーザー（空中線電力 50W

以下の適合表示無線設備のみを使用するアマチュア

局（人工衛星等のアマチュア局を除く。）で移動する

ものの開設・運用を行う個人の方）用の特別様式で

は工事落成の予定期日、工事設計書中などの記載が

必要なくなった。さらに、これまで工事設計書の無

線設備に応じて無線局事項書に周波数等が細かく記

載が必要だったが、「□指定可能な全ての電波の型

式、周波数及び空中線電力」にチェックするのみに

なった。申請書を書く際に事前に確認する必要があ

った項目が減少し、申請の負担が軽くなった。申請

の様式については総務省電波利用ホームページから

ダウンロードが可能である2。 

アマチュア業務に使用する電波の型式及び周波数

の使用区別も簡素合理化された[1]。利用の態様によ

る使用区分（いわゆるバンドプラン（法令））が設け

られている。周波数ごとに利用可能な電波型式が決

められていて運用の際には守らなければならない。

また、その他のルールに関しても総務省電波利用ホ

 

2 https://www.soumu.go.jp/soutsu/tohoku/tetuduki/

amateur/download.html 

ームページでは「アマチュア無線は歴史が古く、こ

れまでに引き継がれてきたマナーや慣習も存在しま

す。アマチュア局にとって、バンドプラン（法令）

だけでなく、マナーや慣習（JARLアマチュアバンド

プラン）も守ってアマチュア局同士が譲り合って電

波を使用することは大切なものと考えております。」

と紹介されている[2]。私も今後経験を積みながらル

ールやマナーを覚えて一人前の無線従事者を目指し

たい。 

今アマチュア無線を始めやすいように様々な動き

がある。興味をもったタイミングで始めてみてはい

かがだろうか。 

 

参考文献 

[1] ワイヤレス人材育成のためのアマチュア無線の

活用等に係る制度改正案(概要) (https://www.so

umu.go.jp/main_content/000860054.pdf) access

ed: 2023/10/16 

[2] いわゆるバンドプラン（法令）(https://www.tel

e.soumu.go.jp/j/others/amateur/band_plan/inde

x.htm) accessed: 2023/10/15 
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はじめての 6 m AND DOWN 

幽霊部員１ 

はじめに 

東北大学アマチュア無線部は、2023 年 7月 1 日

（土）から 7月 2 日（日）にかけて開催された、

JARL 主催の 6 m AND DOWN コンテストに参加し

ました。私は、まだアマチュア無線免許を取得して

いないため、無線業務は行わず、お手伝いという形

で同行しました。前日準備を含め、2泊 3日の日程で

した。この 3日間、すべてが新しい経験で、さまざ

まな刺激を受けました。ここに、私が見たこと、感

じたことをありのままに記したいと思います。 

 

コンテスト前 

1 日目、夕方ごろに片平部室に集合し、必要な荷物

をまとめ、ハイエースに積み込み、出発しました。

高速道路に乗って南下し、八溝山へと向かうのです

が、道中冒険に行くような感覚で、ワクワクが止ま

りませんでした。 

八溝山には 22 時頃に到着したのですが、電灯など

はもちろん無く、目の前ですらなにも見えないよう

な闇の中で、携帯の電波も圏外になったとき、とん

でもないところに来てしまったと、正直不安な気持

ちにもなりました。 

 
図 1 設置したアンテナ 

 

2 日目、コンテストに向けて準備を行いました。こ

こで、今まで耳にしてきた同軸ケーブルやラジアル

とはいったい何なのか、どうやってポールを立てる

のか、実際に目にして体験することとなりました。

個人的に印象に残っているのが、ポールの設置（図 

1）です。脚立を使って、OB や先輩方のサポートを

受けながら、ポールを延ばして設置するのですが、

これがとても大変でした。ポールを延ばし始めた最

初のあたりは、そこまで重量を感じずスイスイと伸

ばすことができたのですが、3 段目あたりから重くな

ってきて、ポールにピッタリ体を寄せて全身で持ち

上げないと伸ばすことができませんでした。OB や先

輩方が慣れた様子で簡単にポールを立てていたの

で、自分も余裕だろう、などと思っていたのです

が、想定外の重さで衝撃を受けました。無線を始め

る前の準備が一番きついのではないかと感じまし

た。また、ポールやアンテナは伸ばすとかなりしな

るので、取り扱いにも十分に気を付けなければいけ

ませんでした。 

ポールの立て方のほかにも、ケーブルの端子をビ

ニールテープで保護するなど、ケーブルの取り扱い

方についてもたくさん教えていただきました。私は

放送研究部にも所属しているのですが、学びになる

ことばかりでした。 

微力ながらも無線の準備を手伝わせていただい

て、無事に問題なく交信することができたのを見た

とき、達成感と安心感がありました。 

 

コンテスト本番 

7 月 1日（土）21:00、コンテストが始まりまし

た。コンテスト開始前はコンテストに参加する人に

エールを送ったり、健闘を祈りあったりと、穏やか

な交信状況でした。しかし、コンテストが始まる

と、コンテストナンバーだけの最低限のやり取りと

なり、空気は一変して殺気立った状況となりまし

た。OB や先輩方が次々とコンテストナンバーを聞き

取り、記録していくその隣で、私も頑張ってコンテ

ストナンバーを聞き取ろうとするのですが、全然聞

き取れず、自分もOB・先輩方のように聞き取れるよ

うになるのだろうかと不安に感じました。1 時間ほ

ど、体験としてコンテストナンバーの記録をやらせ

ていただいたのですが、フォネティックコードを完
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全に覚えておらず、苦戦しました。また電波状況が

悪い交信ではほとんど聞き取れず、記録ミスにより

先に交信いただいた局とまた交信しようとしてしま

い、ご注意いただいた場面もありました。先輩には

大変ご迷惑をおかけしました。こればかりは経験を

積まないといけないものかと感じ、早く免許を取っ

て実際に交信して慣れていきたいと思いました。 

電話部門だけでなく、電信部門の交信の様子も見

学させていただきました。モールス符号を全く覚え

ていなかったため、何が行われているのかさっぱり

わかりませんでした。しかし、難なく聞き取り、ロ

グを記録していくOB・先輩方の様子にあこがれを抱

きました。というのも、私がアマチュア無線の存在

を知ったのも YouTube でモールスの交信の様子を撮

影した動画をたまたま視聴したからで、免許を取得

したらモールスを中心に活動したいという思いがあ

るからです。 

コンテストは真夜中も続くため、交代制で交信す

るのですが、OB・先輩方の不眠不休で交信するその

ストイックさは見習うべきものがあり、尊敬の念を

抱きました。 

2 日（日）15:00、コンテストが終了し、一気に達

成感と安心感と疲労感が押し寄せてきました。けれ

どもすぐに片づけに取り掛からなければならず、そ

のまま撤収の流れとなりました。あれだけ立てるの

が大変だったアンテナやポールも一瞬で片付けら

れ、少しもったいないなぁ、と感じました。 

 

おわりに 

今回、6 m AND DOWN コンテストに同行させて

いただいて、技術面でも、肉体面でも、精神面でも

学びを得ることができました。自分の未熟さを感じ

るとともに、まだまだこれからの部員としての活動

の方が長いので、楽しみつつも努力していかなけれ

ば、と感じました。まずは、アマチュア無線の免許

を取って、交信を始めるところからしていかなけれ

ば、と考えています。 

また、今回の第 53 回 6 m AND DOWN コンテス

トにおいて、東北大学アマチュア無線部

（JA7YAA/7）は、XMAマルチオペオールバンド・

東北エリアにおいて入賞しました。今回学んだこと

を糧に、この先もアマチュア無線部の活動に少しで

も力となれるよう、頑張ります。 

改めて、OB・先輩の方々、今回のコンテストの参

加にあたって同行させていただいたこと、本当にあ

りがとうございました。 
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フィールドデーコンテストへ

の参加 

K.M 

はじめに 

私は高校でもアマチュア無線部に所属していまし

たが、無線交信の免許を持った顧問の先生や先輩方

が私の入部前に退職・卒業してしまったこともあ

り、３年間で一度も交信をしたことがありませんで

した。せっかく免許を取ったのに交信する機会がな

いのももったいなかったため大学でもアマチュア無

線部に入り、そして今回同級生の個人局で第 66 回フ

ィールドデーコンテストに初参加しました。 

自分にとって初めてのコンテスト参加であったた

め、ここではその活動内容や感想、反省点を報告し

たいと思います。 

 

きっかけ 

今回私がフィールドデーコンテストに参加したの

は、普段から個人局でも運用している当部の同期

（JJ1FNU、以降 FNU さんと表記）に、よければ一

緒に参加しないかと誘われたのがきっかけでした。

もともと無線にはコンテストという競技があること

は知っており少し興味があったため、いい機会だと

思い喜んで参加することを決めました。しかし自分

は当時ほとんど交信の経験がなかったため、この時

は期待半分、不安半分といった心境でした。 

 

当日の流れ 

８月５日 

21:00 運用地到着・アンテナ設営 

運用は東北大学青葉山キャンパスのユニバーシ

ティ・ハウス付近の駐車場で行いました。 

使用したアンテナは以下の通りです。 

 
図 1 設営したアンテナ 

 

・ 3.5 MHz：1/2λダイポール 

・ 7 MHz：短縮ツェップ 

・ 21, 28, 50 MHz：V ダイポール 

・ 144 MHz：10エレ八木 

・ 430 MHz：15エレ八木 

・ 1200 MHz：ハンディホイップ 

 

21:30 頃 運用開始 

運用は私が 144 MHz帯、FNU さんは 7 MHz帯を

中心に運用していました。 

交信に不慣れなためちゃんとできるか心配してい

ましたが、コンテストはコンテストナンバーを交換

するだけでよく、あまり雑談をする人が少なかった

ために、個人的にはむしろ通常の交信よりも慣れれ

ば気が楽でした。 

また、今回私は JJ1FNU 局のゲストオペレーター

として参加していたために、普段から FNU 局と交信

されている局と交信した際これからも無線を楽しん

でほしいという激励をいただくこともありました。

今回のコンテスト全体を通じてコンテストナンバー

の交換以外の会話は少なかったですが、会話をした

方の多くは気さくに話しかけてくださり、長時間の

交信のモチベーションになりました。 

 

24:00 頃 片付け・撤収 

この時点では私はおよそ 40局と交信することがで

きました。睡眠をとるためにここである程度の片づ

けをして一時解散としましたが、地下鉄の終電の存

在をすっかり忘れており、歩いて山を下る羽目にな

りました。真っ暗な中一人で山を下るのは苦労した
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ため、今後コンテストに参加する際は終電の時間を

きちんと把握しておこうと強く決意しました。 

 

25:45 就寝 

歩き疲れて泥のように眠っていました。 

 

8 月 6 日 

9:00 交信開始 

本来は 7:00頃に集合する予定だったのですが、見

事に寝坊してしまいました。私がいない間に準備し

てくれた FNU さんには本当に感謝しきれないです

…。 

2 日目の交信は 1日目よりもだいぶ人が少なかった

です。また気温が想像以上に高く、CQ を出し続ける

のも大変だったため日陰で都度休息を挟んでいまし

た。 

 

 
図 2 運用風景 

 

12:30 頃 撤収 

気温がさらに高くなり、また新しい交信も少なく

なってきたために撤収しました。 

 

全体の感想・反省・まとめ 

初めてのコンテストを終えて、まず初めに楽しか

ったという感想を持ちました。長時間 CQ を出し続

けることはやはり少し大変ですが、その分実際に交

信できた時の達成感は心地よいものでした。また、

通常の交信と同様に、自分が発した声にどこか遠く

の人が答えてくれるというアマチュア無線独自の感

覚を楽しむことができました。 

反省としては、まず 1日目に終電を逃してしまっ

たことです。深夜まで交信するコンテストでは終電

の時間の把握は重要であると強く実感しました。 

また、2日目は気温が相当高かったため、コンテス

トの翌日に腕が日焼けで真っ赤になってしまいまし

た。暑さ対策が甘かったと感じたため、テントや氷

嚢など暑さ対策にも十分気をつけたいです。 

そして何より、アンテナの設営などの準備をあま

り手伝えず、ほとんど FNU さんにしてもらったこと

が一番の反省点です。寝坊などもありましたが 1日

目も何をすればいいかよくわからずあまり手伝うこ

とができなかったため、次回以降のコンテストでは

準備をもっとスムーズにできるようにしたいです。 

いろいろなことがありましたが、初めてのコンテ

ストはとても楽しく参加することができました。今

回の反省も生かして、今後のコンテスト・交信も頑

張りたいと思います。 

 

 
図 3 今回発行した QSL カード  
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アマチュア無線の 

体験運用制度 

坂東入香 

はじめに 

免許を持たなくともアマチュア無線の運用ができ

る制度があるのはご存じだろうか。また，アマチュ

ア無線をこの部誌で初めて知ったという読者におか

れては，免許がないけれども，アマチュア無線を運

用してみたいという気持ちをお持ちの方もいるので

はないだろうか。 

ここ最近の制度改正で注目を集めているアマチュ

ア無線の体験運用制度ですが，実施事例として共有

されている事例はまだ数少ないと思われます。 

本稿では，体験運用はどのような制度なのか，さ

らには当部が主体となり体験運用を実施した，学都

「仙台・宮城」サイエンス・デイにおける体験運用

の実施事例を紹介することで，体験運用の実施を促

進するとともに，アマチュア無線を体験したい方に

は免許がなくても体験可能であるということを知っ

ていただければと思っています。 

 

アマチュア無線の体験運用とは 

アマチュア無線の体験制度とは，免許を持たない

方でも，アマチュア無線の運用を体験できる制度で

す。 

通常，アマチュア無線を運用するためには，無線

従事者免許が必要であり，国家試験を受験するなど

して取得必要があります。しかし，アマチュア無線

を運用することにより，科学技術や無線技術に対す

る理解や関心を深めること深めることができるので

はないかという議論が進み，無線従事者免許をもな

い方にも運用機会を提供できるようアマチュア無線

の運用機会拡大することで，科学技術や無線技術に

対する理解や関心を深めるためのきっかけを広く提

供するという目的で法令改正が進み，免許がなくと

 

3 総務省での議論の詳細は参考文献[1]で示した，「ワ

イヤレス人材育成のためのアマチュア無線アドバイ

ザリーボード」を参照いただきたい。URL: https://

もアマチュア無線の運用ができる機会がより拡大し

ました[1]。 

スマホなどの無線デバイスが普及し，無線通信技

術は現代社会を支える重要な技術ですが，その無線

通信技術を体感できるプラットフォームは限定的で

す。スマホでは，周波数，通信方式，送受信機，ア

ンテナなどの無線通信技術に関する技術を改造・変

更することはできません。一方，アマチュア無線

は，それらの技術をある程度自由に改造・変更可能

です。まさに，ブラックボックス化されているが現

代社会を支える重要な技術を体感できる手段として

のアマチュア無線が総務省などでも注目され3，体験

運用の機会拡大へとつながったと考えられます。 

 

法令改正と当部の体験運用の概要 

体験運用に関する法令改正の動きと当部の動き

を，時系列で表 1にまとめます。 

 

表 1 体験運用に関する法令改正と当部の活動 

時期 動き 

2002 年 無資格の小中学生による ISS との交信

が可能に 

いわゆる「ARISS スクールコンタク

ト」 

2020 年 

4 月 

体験局による体験運用制度が開始 

無資格者のアマチュア無線の運用が可

能に 

体験局を申請する必要あり 

2021 年 

3 月 

体験運用の機会の拡大 

家庭や小中学校での無資格の小中学生

の体験運用が可能に 

体験局開局不要，年齢・人間関係の制

限あり 

2021 年 

10月 

東北大学祭で体験局 8J7YAB/7 の運用 

2022 年 

10月 

東北大学祭で体験局 8J7YAB/7 の運用 

2023 年 体験運用の機会の拡大 

www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/wirelessjinzai_

at/index.html 



15 

 

3 月 体験局の申請が不要，年齢，人間関係

の制限なし 

いつでも，どこでも，だれでも体験運

用が可能 

2023 年 

5 月 

移動運用で従事者免許を持たない部員

が体験運用 

2023 年 

7 月 

学都「仙台・宮城」サイエンス・デイ

で，JA7RL/7 で体験運用 

 

体験運用の制度は，2002 年に始まった，いわゆる

ARISSスクールコンタクトと呼ばれている，小中学

生による ISSとの交信に始まっています4。ただ，こ

の制度は小中学生のみで，かつ交信相手が ISSとい

うかなり限定的なものでした。 

さらに，2020 年に体験局による体験運用の制度が

施行され，年齢も交信相手も制限のない体験運用の

制度が開始しました。しかし，体験運用の実施に当

たっては体験局を開局する必要があり，体験運用は

イベントに限られる上，申請手続きについても，通

常の局に比べ，用意する資料が多いため準備が大変

であることに加え，イベントごとに申請する必要が

あり，体験運用を実施する側としては非常に煩雑で

した。 

その後，2021 年に，体験局を開局しなくとも，小

中学校や家庭において体験運用を実施できるように

なったものの，この制度は，大学における学生団体

が活用できる制度ではありませんでした。そのた

め，2021 年，および 2022 年の東北大学祭において

は，2020 年の体験局の開設により体験運用できる制

度に基づき，体験局「8J7YAB」を開局し，体験運用

を実施しました。 

さらに，2023 年に体験運用の機会拡大へ制度改正

され，ARISS スクールコンタクト，体験局，小中学

校や家庭での体験運用の制度を統合する形で，体験

局の申請不要で，年齢，人間関係の制限なく，アマ

チュア無線の体験運用が実施できる制度となりまし

 

4 ARISSスクールコンタクトは国際宇宙ステーショ

ンに滞在する宇宙飛行士とアマチュア無線で交信す

る NASA の教育プログラムであり，2000 年 12 月か

らスタートしている。詳細は以下の URL を参照いた

だきたい。URL: https://www.jstage.jst.go.jp/article/

kjsass/52/610/52_307/_pdf/-char/en 

た[2]。まさに，いつでも，どこでも，だれでも体験

運用が可能になりました5。当部としての今回の制度

改正のメリットは非常に大きいと考えており，体験

運用の利用シーンが拡大する点，さらに体験局の開

局手続きが不要になる点，また関連して，JARLに追

加で加入しなくてよく申請の手数料がかからないた

め財政的にも負担が小さいなど利点があると考えて

います。この制度の下で，当部では，今年 5 月に移

動運用従事者免許を持たない部員が体験運用を行

い，さらに，7 月の学都「仙台・宮城」サイエンス・

デイで体験運用を行いました。 

本稿では，学都「仙台・宮城」サイエンス・デイ

での体験運用の様子を紹介します。 

 

学都「仙台・宮城」サイエンス・デイ

での体験運用 

学都「仙台・宮城」サイエンス・デイは東北大学

内で行われる科学イベント6です。50以上のさまざま

な団体が出展し，高校の部活や企業，あるいは大学

の研究室など，出展者はさまざまです。来場者は 1

万人規模，日時は 7 月の三連休の中日 7 月 26 日

（日）に行われた。当部は，JARL宮城支部主催のブ

ースに協力する形でブースを運営し，特に，体験運

用の企画を運営しました。コールサインは JARLのコ

ールである，JA7RL/7 のコールで体験運用を実施し

ました。 

サイエンス・デイには毎年，JARL宮城支部のブー

ルに協力する形で参加していましたが，感染症の影

響により，2019 年を最後に出展していませんでし

た。サイエンス・デイのキャッチフレーズは「科学

技術を五感で体感できるイベント」であり，体験型

のイベントを実施している団体が多いです。過去，

2019 年は電子工作を実施していましたが，今回は，

体験局を実施することになりました。 

5 体験運用に関する詳細，運用におけるルールについ

ては，総務省の web ページを参照いただきたい。UR

L: https://www.tele.soumu.go.jp/j/sys/others/ama_e

xperience/ 

6 http://www.science-day.com/ 
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体験にあたり準備したこと 

体験者に配布する配付物や体験運用の説明に使用

するスライドの準備をしました。欧文通話表，和文

通話表，体験運用の交信例などを掲載した資料や，

QSLカード，体験者に体験運用後に授与する体験証

明書，また，事前に体験者の名前の欧文通話表や自

局のコールサインの欧文通話表を記入してもらうた

めのワークシート，さらに予約券を準備しました。 

 

当日の運営 

会場は，東北大学の講義棟ですが，50 人教室を 1

つ貸し切って運営しました。 

会場の様子と配置，人員の様子を以下の画像に示

します。教室の半分程度を体験運用に使用し，半分

は他の展示に利用しているというイメージです。人

員は，受付に 2 名，体験運用のスライドを用いた説

明に 1 名，体験運用の実施に 2 名（144 MHz と 430 

MHz に 1名ずつ）とその補助に 1名という割り振り

で行いました。 

 

 
図 1 会場の様子と人員 

 

当日の運営を表 2にまとめました。 

 

表 2 当日の運営の順序 

1. 受付 ブースに来場して予約してもら

う 

1 時間に 5 名まで体験者を受

付，予約券を渡す 

全 6回実施 

2. 体験運用の

説明 

資料配布 

スライドを用いて，アマチュア

無線の基礎知識，体験運用の説

明 

3. 特小での交

信練習 

アマチュア無線で運用する前に

特小で運用 

PTTの使い方，単信方式である

ことをつかむ 

4. 体験運用 アマチュア無線の運用を実際に

体験 

144 MHz, 430 MHz の運用 

5. QSLカード

記入 

交信相手に送付するQSLカー

ドを体験者が記入 

6. 体験証明書

の授与 

記念品として，体験者に体験証

明書を授与 

 

ここでは，2. の体験運用の説明と 4. の体験運用の

様子を詳しく報告します。 

 

体験運用の説明 

基本的に，スライドを見せながら説明をした。内

容は，電波やアマチュア無線の基礎知識（どのよう

なことができる趣味なのかなど），運用の流れについ

て一通り交信例を示しながら説明しました。特に，

アマチュア無線特有の事柄であり，運用する際に重

要なコールサインや，RSレポート，和文通話表，欧

文通話表については詳細に説明をし，欧文通話表に

ついては，体験者に一斉に発声してもらいました。 

 

 
図 2 体験運用の説明の様子 

 



17 

 

さらに，自分の名前の和文通話表や，自局

（JA7RL）の欧文通話表については，体験者自身に

ワークシートに記入してもらった。ワークシートを

図 3に示します。 

 

 
図 3 ワークシート 

 

左側の自分のコールサインの欄に記入されている

ように，左の枠にアルファベットを記入し，そのす

ぐ右の下線がある欄に対応する欧文通話表を記入し

ていただくことで対応を体験者自身に確認してもら

いました。また，下の大きなボックスには，交信相

手の方と話したいことについて自由に記載していた

だきました。 

 

体験運用 

実際にアマチュア無線で体験運用している様子を

紹介しまう。 

 

 
図 4 体験運用の様子 

 

周波数帯は 144, 430 MHz で行いました。デュープ

レクサーで 2つのリグに接続することで，2 人同時に

体験運用できるようにしました。7 MHz 帯にもオン

エアできるようにしていたが，コンディション悪

く，運用は行いませんでした。430 MHz 帯は 439.72 

MHz のレピーターを介して交信を行いました。 

交信相手については，事前に JARLが体験運用を行

うことを HPなどで告知をしていただいていたた

め，困ることはなかったが，見つからなかった際に

は，会場内のアマチュア無線家の方にハンディ機な

どでオンエアしていただき，交信相手になっていた

だいたこともありました。 

QSO につては，連絡の設定と終了については，法

令に基づき有資格者の部員が行いました。連絡の設

定については，CQ を出し，相手のコールサインを聞

き取って体験運用の承諾を得るところまで，終了に

ついては，簡単な挨拶を行いました。体験者には，

コールサインの交換，オペレーターネーム，レポー

トの交換，さらに，自由に聞きたいことについて，

交信相手の方とやり取りしてもらいました。 

 

体験運用の振り返り 

アマチュア無線の魅力を伝える手段が 1 つ増やす

ことができることが一番の魅力だろうと感じた。こ

れまでは，説明や運用の様子を見学してもらうのみ

で，アマチュア無線の魅力を効果的に伝えることに

苦労していたが，そんな際に，「実際に運用してみま

す？」というようなやり取りが可能になります。 

体験運用の説明を丁寧にしようとすると 0.5 – 1 時

間程度必要であり，1時間に 5 人程度が適切でした。

交信例の通りに交信が進まないと戸惑う体験者がい

たため，実演・QSO の様子を聞いてもらい，交信例

の通りにならなかったときにどうしたらいいのかを

示すなど，説明の仕方にもう少し工夫が必要だと感

じました。また，相手のコールサインのロギング，

体験者に欧文通話表とともに伝えるところで滞って

しまい，2, 3 分ほど交信相手の方には待機してもらっ

ていたこともあったが，仕方ないのかなあと感じま

した。さらに，緊張などで大きい声で喋れない体験

者がいて，変調がうまく乗らないなどのトラブルが

起きたこともありました。SSB より FMが聞き取り

やすく，体験運用に最適でることや，フォネティッ

クコードをその場で慣れるのは，英語に触れていな

い小学生などは大変であるなどの治験が得られまし

た。 
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まとめ 

各種イベントでの体験運用により，アマチュア無

線の体験機会の提供ができ，アマチュア無線，さら

には無線通信技術の一端を知っていただけたのでは

ないかと感じました。 

今後，今年の法令改正により体験運用シーンの拡

大が実現できるため，どのようなイベントでどのよ

うな展示をしたらよいか，積極的に体験運用を実施

しながら模索しつつ，アマチュア無線の魅力をアピ

ールしていきたいと考えています。 

 

参考文献 

[1] ワイヤレス人材育成のためのアマチュア無線

アドバイザーリポート (https://www.soumu.g

o.jp/main_sosiki/kenkyu/wirelessjinzai_at/ind

ex.html) accessed: 2023/10/16 

[2] ワイヤレス人材育成のためのアマチュア無線

の活用等に係る制度改正案(概要) (https://ww

w.soumu.go.jp/main_content/000860054.pdf) 

accessed: 2023/10/16 

  



19 

 

144・430 MHz 八木・宇田ア

ンテナ製作へ 

Part1 

部員 J 

 

経緯 

アマチュア無線の世界に入ってから早 2 年，つい

にハンディ―機を手に入れた。無線交信を始めるに

際して自作のアンテナで交信したいと思い，アンテ

ナ作りに取り組むことにした。 

八木・宇田アンテナを選んだ理由としては，他の

部員が製作した八木・宇田アンテナを参考にできる

点と，いつか自作したいと以前より思っていたから

だ。 

 

準備 

八木・宇田アンテナを製作するにあたり，アンテ

ナのブームをどうするかについて悩んだ。アンテナ

設計の「MMANA」を使い設計を試み，約 2 m あれ

ば十分であることを確認した。無線交信は山などに

移動して行いたいと考えているため，持ち運びやす

いように長さが 1 ｍほどに短縮できるものが良い。

また，エレメントの間隔を容易に調整できることや

エレメントとブームの取り外しが可能なものを求め

た。 

以上を考慮して良さそうなのを一つ見つけた。そ

れは「伸縮式カーテンレール」だ。ランナーにエレ

メントを固定することでエレメント間の調整が容易

にできそうと考えた。また，実際に購入したものは

最大 2 ｍ，一番短くて 1.1 ｍほどのもので持ち運び

も容易である。不安点としてはランナーにエレメン

トを固定できるかであるが，その点は製作しながら

考えることにした。私が見たサイトでは伸縮式カー

テンレールのシングルとダブルが販売されていた。

費用の観点からシングルを購入したが，ダブルの方

が良かったかもしれない（エレメントの安定性か

ら）。 

今回エレメントには針金を用意した。理由はパイ

プに比べてカットが容易であるから。144 MHz 帯に

も針金をエレメントにしようとすると針金がたるん

でしまうというアドバイスを受けて，ホームセンタ

ーで売られている中で一番太い針金を選んだ。 

放射エレメントには，家にたまたまあった伸縮棒を

用いることにした。短いので 0.3 ｍほど，長いので 2 

ｍほどあるため，二つを用いれば V/UHFどちらも

対応可能である。 

 

開始 

給電部は同軸ケーブルと放射エレメントが取り外

せると便利と考えて図 1のような構成にした。半田

付けで直接つなげていないので多少影響が生じると

思うが，気にしないことにする。 

一番苦労したのがカーテンレールのランナーとエ

レメントの固定である。前述した通り，ケチってダ

ブルでなくシングルを購入したためなかなか安定し

ない。そこでスポンジのような緩衝材を詰め込み，

そこにワイヤーを刺すことで安定化を図った。幸い

針金がレールから落ちることはなくなったが，どち

らか一方に傾いてしまうのでそこは手で調整した。 

最初は 6エレくらいを製作しようと思っていた

が，カーテンレールで上手くいくか不安だったの

で，ひとまず 3 エレで試すことにした。また，144 

MHz 帯では針金が予想以上に垂れてしまうのと，歪

みを無くす作業が面倒であったため針金で行うこと

は断念した。今後はパイプで行おうと思うが，今回

は時間の都合上間に合わないので 430 MHz 帯のみで

トライした。 

完成した様子を図 2 に示す。 

 

 
図 1 給電部の様子 
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図 2 3 エレ八木・宇田アンテナ 

 

 
図 3 アンテナ調整 

 

土台をつくるのが間に合わなかったため，一時的

に固定した。最初は設計通りの針金の長さと間隔で

固定してみたが，470 MHz 周辺で SWRが下がる結

果となった。  

その後は，SWR が 430 MHz 帯の適当な場所で下

がるように，ワイヤーの長さや間隔の微調整を行っ

た。 

最終的に 430 MHz で SWR が 1.15 となったまた、

440 MHz までの SWRも 1.5以下と良さげであっ

た。 

 

今後 

カーテンレールで八木宇田アンテナをできるか不

安であったが，エレメント間の微調整が行いやすく

手ごたえを感じた。一方，少しの衝撃でエレメント

がすぐ動いてしまう問題点も浮き彫りとなった。固

定方法はレールに何か詰めるか，テープで固定する

かなどこれから考えることにする。また，今回は諦

めた 144 MHz において細いパイプで試すことにす

る。無線運用は 3エレで試み，感触がよさそうなら

エレメントを増やした場合のエレメント間の間隔を

探していくことにする。 

 

参考文献 

[1] 「430MHz 144MHz 八木宇田アンテナを作って

みた」 (http://y-bldg.blog.jp/archives/6761872.

html) accessed: 2023/10/15 
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モールス通信を始めてみた 

坂東入香 

はじめに 

これまで、私は SSB や FM などの電話での交信し

か行ったことがなかったが、今回、アマチュア無線

の楽しみの幅を広げるため、モールス通信を始め

た。本稿では、モールス通信の簡単な基礎知識とデ

コード練習や初運用の様子を報告する。 

 

モールス通信とは 

モールス通信とは、一般的に、短点と長点を組み

合わせで構成された符号を用いて通信を行うことで

ある。モールス符号は、日本の法令ではでは、「モー

ルス無線電信による通信（以下「モールス無線通

信」という。）には、別表第一号に掲げるモールス符

号を用いなければならない。」（無線局運用規則第十

二条）と定められており、和文や欧文、数字さらに

は各種記号も定められている[1]。欧文のモールス符

号の一部を表 1 に示した7。 

 

表 1 モールス符号（欧文） 

A ・－ J ・－－－ S ・・・ 

B －・・・ K －・－ T － 

C －・－・ L ・－・・ U ・・－ 

D －・・ M －－ V ・・・－ 

E ・ N －・ W ・－－ 

F ・・－・ O －－－ X －・・－ 

G －－・ P ・－－・ Y －・－－ 

H ・・・・ Q －－・－ Z －－・・ 

I ・・ R ・－・   

 

モールス通信は、他の通信手段の発達により使わ

れなくなってきており、航空自衛隊でもモールス通

信の運用を終了するといった報道がある[2]。しかし

ながら、アマチュア無線では、まだ現役で運用され

 

7 短点を「・」，長点を「－」で表している。 

ている通信方式であるため、趣味としてモールス通

信を楽しむことが可能である。 

モールス通信の歴史は、1800 年代にまでさかのぼ

る。1844 年には、アメリカでモールスとヴェイルに

より発明されたモールス符号を用い、130 km の電線

による通信に成功した。この電信による通信方式

は、アメリカ全土に普及し、さらにはその後、アメ

リカ国内のみならず国際通信にも用いられ、情報通

信技術の発展に大きく貢献した[3]。 

その後、1888 年のヘルツによる電波の実証がきっ

かけとなり、電波による通信実験が行われ、無線通

信における電信の運用が普及していった[3]。 

また、モールス符号による通信方式の発明は現代

の情報通信技術の源流となっているともいえるだろ

う。モールス通信における文字を符号化8することで

伝送するというアイデアは、現代において、文字の

みならず、画像や音声、さらには動画など、さまざ

まな情報を符号化して伝送するという、現在の情報

通信技術の発展に大きく寄与しているのではないだ

ろうか。 

 

モールス通信の魅力 

アマチュア無線におけるモールス通信の魅力を 2

点挙げたい。 

 

電話に比べ、長距離通信が可能である [4] 

一般的に、電信はトーン音の有無さえ聞き取れれ

ば通信することができるため、電話に比べ、受信信

号の S/N 比が悪くとも交信することができる。例え

ば、遠距離のノイズ混じりの局との交信の際に、電

話ではノイズに埋もれてしまい聞き取れない局であ

っても、電信では聞き取ることのできる可能性があ

る。 

この点は、通常交信における楽しみの幅を大きく

広げるだけでなく、限られた時間に交信数を競うコ

ンテストの際に威力を発揮することができる。遠距

離である、あるいは送信電力が小さいなどの理由

で、信号の弱い局と交信できるので、得点の伸びに

大きく貢献することができるからである。 

8 入力した文字列などのデータを 2 進数符号など別の

符号に一対一に割り当てること。 
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英語が苦手であっても海外交信できる可能性があ

る [4] 

モールス符号は世界共通であり、モールス通信に

おいて交信する事柄はほぼ決まっているため、英語

のリスニングやスピーキングが苦手であっても、モ

ールス通信によって海外交信できる可能性がある。 

 

私は、特にこの 2点に魅力を感じ、今までしたこ

とのなかったモールス通信を始めることを決意し

た。 

 

デコード練習 

はじめは全くデコードできなかった 

1 級アマチュア無線技士の試験では、紙に短点

（・）と長点（－）で示されたモールス符号を読み

取る問題が出題される9。1 級の免許は取得していた

ため、欧文と数字については紙にモールス符号が書

いてあれば、読み取ることができる状態ではあっ

た。しかし、トーン音をデコードすることは、紙に

書いてあるモールス符号を読み取ることとは全く違

うことに気づいた。その大きな理由が、音声は待っ

てくれないことである。つまり、紙に書いてある符

号であれば、書いてある符号が何を示しているのか

を少し時間かけて考えることができるが、音声は絶

え間なくトーン音が聞こえてくるため、考えている

間は全くなく、1つのアルファベットのトーン音が流

れた後、瞬時にそのトーン音が意味するアルファベ

ットや数字を判断しなければならないことに気づい

た。そのため、ひとまず、トーン音の聞き取り練習

に専念することにした。 

 

ひらすらトーン音を聞いた 

まず行ったのは、Aから Z までのモールス符号の

トーン音をひたすら聞き続けることである。使用し

たのは、Discord 上でモールス符号のデコード練習の

 

9 平成 23 年から電気通信術の試験が廃止され、「法

規」においてモールス符号の理解度を試す問題が出

題されている。 

できる Bot である、MorseCord である10。この Bot

にはテキストチャンネルに任意のアルファベットや

数字を送信するとそのモールス符号のトーン音をボ

イスチャンネルに流す機能がある。 

まず、アルファベット順にトーン音を繰り返し流

した。そのことで、アルファベットとそのトーン音

の雰囲気の対応を叩き込んだ。 

次に、ランダムにアルファベットを並び替え、そ

のトーン音の音声を流し、1つ 1 つデコードできるか

確認した。その際に、瞬時にデコードできないアル

ファベットを洗い出した。私は、F, L, P, X が特にデ

コードできないアルファベットであった。さらにそ

の後、デコードできなかったアルファベットをラン

ダムに並べ、聞き取る練習を行うことで、苦手をつ

ぶしていった。 

このような練習を地道に行うことで、一通りアル

ファベットとトーン音の対応がつくようになった。 

 

 
図 1 モールス符号練習 Bot のスクリーンショット 

聞こえてきたトーン音の回答を入力し、送信すると

スタンプで正誤が表示される。 

 

その後、実践的な練習として、コールサインのデ

コード練習を行った。この練習も MorseCordで行っ

た。練習風景のスクリーンショットを図 1に示し

た。この Bot はボイスチャンネルにランダムなコー

ルサインのトーン音を流し、そのトーン音をデコー

ドした結果をテキストチャンネルに送信すると正誤

がスタンプで判定されるという機能がある。練習

は、16 WPM 程度から、徐々に速度を上げながら行

い、最終的に、20 WPM程度まで、およそ一回のト

ーン音のみで聞き取れるようになった。 

10 東京大学の学生の方が開発されたモールス練習用

の Discord の Bot である。GitHub repository のUR

L: https://github.com/ibuki2003/discord_cw_bot 
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運用してみた 

通常交信で電信デビューをしたが，まず，運用時

の装備の写真を示す。 

 

 
図 2 設営したアンテナ全景 

 

運用は，東北大学の青葉山キャンパス内の見晴ら

しがよく，迷惑にならない場所に移動して行った。

（図 2） 

 

 
図 3 無線機周辺 

 

 

11 FT8 などのデジタルモードや CW などパソコンを

用いた運用のために送受信機とパソコンを接続する

ためのインターフェース 

送受信機は個人で所有している IC-7100M，アンテ

ナは釣り竿を用いた垂直型のアンテナで 7 MHz帯に

整合が合うように，途中に挿入してあるコイルを調

整してある。さらに，パドル，PC，バッテリー（カ

ーバッテリーを使用）を用意した。これらの荷物は

送受信機を除き，リヤカーで運ぶことができるよう

になっている。また，釣り竿はリヤカーに取り付け

た。また，IC-7100M とパソコンは digiaid11で接続し

た。 

運用は，デコードは自分で行い，送信はパソコン

上で zLogを用いてキーイングした。zLogは事前に

送信する文章を記録することができ，さらに CW 

Keyboard 機能により，入力した文字を随時キーイン

グする機能がついており，事前に設定した定型文以

外の文を送る必要となったときは，この機能を使用

した。 

 

 
図 4 運用中のパソコン画面 

 

運用中はログの入力用に zLog，CW のパソコンキ

ーイング用に CW Keyboard，さらに CW デコードソ

フトである「CW4ISR12」を補助的にしようしなが

ら，デコードの記録用にテキストエディタのメモ帳

を起動しておいた。 

次に，運用の様子を紹介する。結果的には，思い

のほか交信に苦戦せず楽しめた。コンディションが

悪く出ている局がほぼいなかったため，私から CQ

を出した。基本的には，いわゆる「599BK」方式で

の交信を行った。「599BK」方式の文は，zLogに事

12 CW デコードソフト。GitHub repository のURL:

https://github.com/nextzlog/cw4i 
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前に記録しておき，ボタン 1つで送信できるように

しておいた。練習の成果があってか基本的には 1回

のみで聞き取ることができることも多かった。しか

し，練習では体感できないQSB などによるトーン音

のフェージングやノイズによる不安定さがデコード

をしにくくする要因であることがわかった。なぜな

らば，トーン音がよく聞こえる局はまあまあ速くて

もデコードできた一方，ノイズ混じりの局や，QSB

の激しい局はどんなに遅く送信していただいてもで

もデコードしにくかったからだ。 

また，コールサインとレポート交換以外の情報を

送ってくる局もあったが，基本例文をマスターした

おかげで慌てずに対応できた。基本例文は具体的に

は，QTHやオペレーターネームである。これらの例

文は紙にリストを作って手元においておき，zLogの

CW Keyboard 機能を用いて送信した。 

結果的に，デビュー初日は 10 局とQSO できた。1

局程度やっとできるかなくらいにおもっていたた

め，想定以上の局と交信でき，大満足であった。 

 

 
図 5 移動無線車と東北大学青葉山キャンパス 

 

まとめ 

CW の練習から，デビューまでの何かと苦戦しな

がらもたどり着くことができた。特に，実際に聞き

取りをする際は，心が折れそうだったが，練習や準

備を念入りに行ったおかげで，実際に運用する際に

慌てずに済んだのではないかと振り返る。 

今後の目標として，まず，電鍵を用いてキーイン

グすることができるようになることである。今回は

パソコンを用いてしまったが，パソコンのないシー

ンにも対応できるよう，手動でもできるようになり

たいと思った。 

さらに，聞き取りにも課題がある。練習で使用し

ているトーン音はノイズもフェージングもない品質

のよいトーン音であるが，実際はそのような規範的

なトーン音はむしろすくなく，ノイズに埋もれそう

な信号も多いように感じた。このような実践的な状

況に対応できるようになるため，積極的に実際に運

用を積極的に行って，耳を慣らしさまざまな場面で

難なくデコードできるようになりたいと感じた。 
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リアリティのある 

CW 練習ソフトを作りました 

tk0h 

概要 

現在部内で CW 通信の機運が高まっています。例

えば，今年の冬には部で CW 専用機であるQCX-

mini を製作する予定もあります。しかし，現時点で

満足に CW 送受信が可能な部員は数名のみです。こ

のままでは，せっかく作る無線機が宝の持ち腐れに

なってしまいかねません。そこで，効率的に CW の

聞き取り練習ができるソフトを作ることにしまし

た。 

Web上を探すと，PC/モバイル問わず様々な CW

練習ソフトを見つけることができます。(例えば，当

部の Discordサーバーには JA1ZLO さんが作った 

discord_cw_bot が常駐しています)。しかし，それら

の CW 練習ソフトで受信練習をした方のなかには，

実際に無線機から聞こえてくる音との違いに戸惑っ

た方もいるのではないでしょうか。 

実際の交信では，信号にノイズやフェージングが

加わることにより，聞き取りの難易度が上がりま

す。もしも交信相手が縦振り電鍵や往復電鍵を使用

していた場合は，それらに加えて癖のあるリズムや

ネバリに悩まされるかもしれません。ソフトから聞

こえてくるような明瞭で綺麗な信号を期待して，初

交信でいきなり出鼻を挫かれた方も多いかと思いま

す。 

今回製作した練習ソフトでは，これらの要素を再

現したトーン音を生成することで，より実践的な聞

き取り練習を行なうことを可能にしました。現時点

でサポートしている動作環境は Linux，FreeBSD，

macOS，Windows です。(バージョンがあまり古過

ぎると動かないかもしれません)。 

 

製作過程 

1. 技術選定 

今回の技術選定で重視したポイントは，ずばりク

ロスプラットフォームへの対応の有無です。私はス

マートフォンを所持しておらず，かつ手元にある PC

には Linux 及び *BSD しか入っていないため，開

発にあたってこれら以外の環境を必要とする技術に

は手を出し難いのが実情です。それに対して当部に

所属する部員の多くは Windows や macOS を使用

しているため，クロスプラットフォームへの対応は

必要不可欠でした。 

上記の条件を踏まえ，今回は Godot Engine (以下 

Godot ) というゲームエンジンを使用することにし

ました。Godot の特徴としては，クロスプラットフ

ォームに対応していること以外にも，無料かつオー

プンソースであること，標準で搭載されている機能

が豊富であること，公式ドキュメントが充実してい

ること等が挙げられます。また，Unity 等の他ゲー

ムエンジンでは CW 練習ソフトの作例が既に沢山公

開されているのに対して，Godot での作例は殆ど見

つからなかった事も，今回 Godot での製作に踏み切

った理由の 1つです。 

 

2. 製作 

ソフト全体について解説すると非常に長くなって

しまうため，今回は主要な部分を掻い摘んで紹介し

ます。まず，本ソフトの現時点での大まかな動作を

以下に示します。 

 

1. ランダムに生成したコールサインを再生 

2. ユーザーから回答を受け取り，正誤判定を行

なう 

3. 正解の場合は難易度を上げる 

4. 1 に戻る 

 

ステップ 1でコールサインを再生する方法としては，

大きく分けて 2 つの戦略が考えられます。1 つ目は，

事前に「ト」と「ツー」にあたる音をアセットとして

用意しておき，それらを組み合わせて再生する方法で

す。そして 2つ目は，ゲームプログラム内でトーン全
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体を生成し，それを再生する方法です。今回は，概要

で述べたように信号に様々な加工を施す必要がある

ため，より柔軟な処理が可能な後者を選択しました。

以下に，該当する箇所を簡略化したプログラムを示し

ます。 

 

まず，サンプリング周波数およびその他グローバル

変数のデフォルト値を定義します。 

 
var sample_hz = 22050.0 
var pulse_hz = 440.0 
var dotDuration = 0.05 
var dashDuration = dotDuration * 3 
var gapDuration = dotDuration 
var spaceDuration = dotDuration * 7 
 
次に，コールサインを生成します。ここでは，便

宜上国内のみを対象とします。 

 
func generateCallsign() -> String: 
var word: String 
var prefix = "ahrefgijklmnopqs" 
var suffix = "abcdefghijklmnopqrstuvwxyz" 
word += "j" 
word += prefix[randi()% len(prefix)]  
word += str(randi()% 10) 
for i in 3: 
word += suffix[randi()% len(suffix)] 
return word 

 

生成したコールサインから信号を生成します。デ

フォルトでは 440Hz の sin 波で，この時点ではノイ

ズ等は含まれていません。ここでは「ト」の単音に

相当する信号を生成するプログラムを前後の処理を

省いて示します。 

 
var stream: Array[Vector2] = [] 
var increment = pulse_hz / sample_hz 
var phase = 0.0 
 
for k in int(sample_hz * dotDuration): 
stream.append(Vector2.ONE * sin(phase *TAU)) 

phase = fmod(phase + increment, 1.0) 

 

さて，これで基本となる信号を生成することがで

きました。次に，この信号に加工を施していきま

す。手始めにノイズを追加してみましょう。ここで

は最も簡単なホワイトノイズの例を示しますが，同

様の方法を用いて他の種類のノイズやフェージング

追加することができます。 

 
var out: Array[Vector2] 
var noise_lev = 0.9 
 
for i in stream.size(): 

var noise = Vector2(randf() * 2.0 - 1.0, randf() * 
2.0 - 1.0) * noise_lev 
out.append(stream[i] + noise) 
 

リズムやネバリ等については，実際のプログラム

では sin波を生成する段階で調節しています。以上で

コールサインを再生する準備は整いました。後は適

当な AudioStreamPlayer を準備して，stream を流

し込めばコールサインが再生されます。以降のステ

ップについては Web 上に例が沢山あるのでここで

の紹介は省きます。なお，難易度の調節は再生スピ

ードやノイズ/フェージングの強さ，リズム等を変更

することで調節することができます。 

 

おわりに 

今回の CW 練習ソフトの製作を通し，様々な学び

がありました。また，今回初めて Godot Engine を

触り，機能の豊富さに大変驚かされました。特に，

プログラムで生成した信号を再生したい場合，一般

的なプログラミング言語と使うと各プラットフォー

ムへ個別に対応しなければならないのが普通です

が，それが不要なのはゲームエンジンならではだと

感じました。今後はよりリアルな信号の生成や，モ

バイルアプリ/ウェブアプリへの対応，UI やゲームシ

ステムの改善等に取り組んでいきたいと考えていま

す。 
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アマチュア無線の画像電送に

挑戦！ 

JJ1FNU 

はじめに 

アマチュア無線が他の無線と一線を画す一番の特

徴といえば、様々な周辺機器を自作や改造できると

いう点であろう。アマチュア無線技士の資格は例外

なく自分の操作範囲の「技術操作」が許可されてお

り、リグ（無線機）やアンテナを自作したり、付属

装置、付加装置を取り付けたりなど、様々な楽しみ

方ができる。 

令和 5 年 9月 25 日施行の規則改正により、リグに

パソコン等の附属装置を設置する際の免許申請が簡

素化され、より簡単に様々な電波形式の通信をでき

るようになった。具体的には、「無線機の外部接続端

子には PC 等が設置されているものとみなす」という

ことになり、無線局にリグの設置の免許が下りた時

点で PCを用いて、電波形式を自由に変えることがで

きるようになった。そこで、今回は画像送信技術と

して、アマチュアファクシミリ及び SSTVについて

「簡単」な操作をモットーに、実際に通信操作に挑

戦してみた。 

 

ファクシミリとは 

ファクシミリの歴史は、1843 年にもさかのぼり、

電話よりも早い段階で発明されたものである。当

時、通信の手段といえば、7年前に開発されていた電

信である。電信以前には、26 本プラス+αの線を用

いて、1文字につき 1本の線で通信する方法があった

が、電信により、1 本の系統の線で通信を行うことが

できるようになった。その後、文字を送信するだけ

ではなく、手書きのサインや二次元的な絵を送信す

る方法としてファクシミリが開発された。その後、

真空管が開発され、増幅や変調が容易になったこと

により、普及していった。 

 

13ファクシミリとは、日本の電波法施行令の中で、電

波を使用して静止画像を送受信する設備と定められ

ファクシミリには写真電送および模写電送の二つ

の種類がある。写真電送はグレースケールであり、

アナログ的に濃淡を送信するのに対し、模写電送は

白黒のデジタル的な信号を送信するものである。模

写電信はデジタル信号となるため、復元がしやすい

という利点があるが、写真を送るのには適していな

い。そのため、アマチュアファクシミリや電話線を

用いた FAX13では写真電送が多く使われている。 

ファクシミリの原理は非常に簡単で、画像を画素

に分割して、その画素の白黒（濃淡）を送信するだ

けである。模写電送の場合は、白と黒の二つの周波

数をあらかじめ決めておき、対応する周波数をデー

タとして送信する。写真電送の場合は白と黒の周波

数をあらかじめ決めておき、その間で濃さによって

周波数を変化させて送信する。 

そして、音声通信として使用する周波数で通信を

行うため、電話と同様に変調することができ、電話

回線を使った FAX のサービスが世界中で提供されて

いる。このように一般に FAX が普及しており、ファ

クシミリの信号を作る機械の入手も容易だったこと

から、アマチュア無線においても画像通信の方法と

してアマチュアファクシミリが知られていた。 

 

SSTV とは 

先にファクシミリについて述べたが、このファク

シミリには、画像送信の手段として 2つ大きな欠点

が存在する。一つは送信に時間がかかることであ

る。ファクシミリは、電話で使う周波数を使用する

ため、走査線の速度を上げることができず、一つの

画像を送信するのに 5分や 10 分などの膨大な時間が

かかってしまう。電話線やUHF 帯のような安定した

通信を維持できる環境であれば問題はないが、HF帯

の電離層を使った送信ではコンディションに左右さ

れてしまい、5 分間フェージングや混信を受けること

なく受信し続けることは難しい。1 局と 5分もかけて

交信することは、周波数を独占することにもなって

しまうため、特にアマチュア無線には向いていない

といえる。さらに、二つ目の問題として、白黒また

はグレースケールの送信しかできない点がある。こ

ており、便宜上ここでは電話線を使用した写真電送

および模写伝送は FAX と表記する。 
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れについては RGB の 3色分の信号を送信するとい

う、カラーファクシミリという技術が開発された

が、3 倍の送信時間となってしまい、アマチュア無線

で多く使われることにはならなかった。 

このような欠点を解決するためにアマチュア無線

家によって、アマチュア無線のために作られた画像

伝送方式が SSTVである。SSTVは通信に必要な最低

限の画質を落とし、電送時間を短くしている。この

ようなデータを削減した通信はアマチュア無線のみ

ならず、ほかの無線通信でも使われることになり、

宇宙との画像伝送でも使用された。初期の SSTVは

モノクロであったが、半導体が開発され、カラーデ

ィスプレイやカメラが使用されるようになると、カ

ラーの送信もできるようになった。 

 

アマチュアファクシミリ/SSTV の環

境整備 

PC が登場する以前、アマチュアファクシミリや

SSTV を楽しむためには専用のスキャナと変調器が必

要であり、アマチュア無線が盛んであった時代には

製品が市販されていた。しかし、アマチュア無線人

口が減少傾向である現代、アマチュアファクシミリ

や SSTVの専用の附属装置の入手は困難である。そ

こで今回はパソコンのソフトを用いて信号を作り出

す。なお、今回は私の所有している FT-450DS およ

びWindows 11のパソコンを使用した環境を構築す

る。 

 

リグとパソコンの接続について 

近年、パソコンとリグを接続する最も簡単な方法

はUSB で接続する方法である。ドライバをインスト

ールすれば使用できることが多く、画像通信に限ら

ず、FT8 をはじめとしたデジタル通信にもよく使用

されている。しかし、少し古いリグには USB 端子が

搭載されていないことも多く、FT-450DS には搭載

されていない。 

次に考えられる方法として、RS232C (D-sub 8pin/

シリアルポート) を使用して接続する方法である。

現在のパソコンには RS232C の端子がないことが多

いが、USB-RS232C の変換器は安価に市販されてい

る。しかし、RS-232C ポートは機械によって癖が強

く、接続するのが大変なこともある。私は、速度な

ど、設定を変更しながら、2年間くらい挑戦している

のだが、接続できたことがない。 

さて、こうなると残された方法として、マイク端

子に直接音を入れる方法がある。この接続方法は、

附属装置で電波形式を変更し、周波数や送信を制御

する場合には使用できない。しかし、ファクシミリ

も SSTVもどちらも音声と同様の周波数の信号を使

用し、変調の形式も振幅変調 (AM) や単側波帯 

(SSB) が一般的であるため、マイク端子とスピーカ

ー端子をパソコンに入力することで送受信が可能に

なる。 

 

 
図 1 装置 

 

装置の詳細 

PTTの制御 

・ シーソースイッチ (黒のON/OFF) 

・ モーメンタリ型プッシュスイッチ (赤いボタン) 

 

UP/DOWN の制御 

・ 左右のタクトスイッチ 

 

音声入力 

・ 左の 3.5 mm フォーンプラグ 

 

最近の Yaesu無線のマイク端子は LANと同じ

8P8C (RJ45) であり、各端子は、以下のように割り

振られている。ここで、マイク端子を 3.5 mm のフォ

ーンプラグに変換し、パソコンに接続できるように

する装置を製作した。 
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※ この装置はただリグのマイク端子の該当する端子

と接続しただけである。そのため、増幅や給電は

されないため、3.5 mm フォーンプラグに市販の

コンデンサマイクを接続して使用することはでき

ない。 

 

PTTもマイク端子で制御しているため、PTTのス

イッチも必要である。さらに今回は、一般の交信の

際も使用できるように、UP/DOWN のスイッチも取

り付けた。この装置をリグに接続し、3.5 mm のフォ

ーンプラグに PCの LINE OUT を接続すれば、OC

の音声出力をリグのマイク端子に入力できる。 

 

パソコンのソフトの準備 

アマチュアファクシミリは、画像を横方向に読ん

でその画素が白か黒かを判別し、白なら 2300 MHz/

黒なら 1500 MHz の音を出すプログラムがあれば動

かすことができる。本当は自分でプログラムを組み

たかったのだが、SSTVとシステムを統一すること

と、回転数（走査線の動く速度）の調整が難しいと

判断し、今回は MULTIPSK という F6CTE が作成

し、配布しているソフトウェアを使用することにし

た。 

インストールおよび設定の方法は、ハムフェアに

も毎年出店し、展示を行っているファクシミリ・ク

ラブが分かりやすい資料14を公開しているのでそちら

を参照した。 

 

 

14 http://facsimileclub.jpn.org/pdf/multipskmanual.p

df 

 
図 2 設定画面 

 

 
図 3 操作画面 

 

ファクシミリの送信実験 

前章のように構築した設備で、実際に、ファクシ

ミリの送信実験を行ってみた。 

 

受信設備 

・ デスクトップパソコン（図 4上） 

・ HF 帯受信機 

 

送信設備 

・ ノートパソコン（図 4下） 

・ FT-450DS 
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図 4 構築した設備 

 

 

 
図 5 送信画像（上），受信画像（下） 

 

個人局の (JJ1FNU) のロゴを送信した。送信と受

信の同期が難しく、横軸がずれた受信画像になっ

た。しかし、画像の補正は受信後の画像に対して簡

単にでき、右端の白と黒の境界が直線になるように

補正することで、きれいな画像を得ることができ

た。一方で、通信時間は約 5分と長く、HF帯で実際

に使用することは難しいと感じられた。 

 

 
図 6 送信時のパソコン画面 

 

SSTV の送信実験 

ファクシミリと同様に SSTV の送信を実際に行っ

た。 

 

 

 
図 7 送信画像（上），受信画像（下） 

 

個人局の 2018 年に配布していたQSL カードを画

像データにして送信した。ファクシミリと同様送信

と受信の同期が難しく、横軸がずれた受信画像にな

った。しかし、画像の補正は受信後の画像に対して

簡単にでき、右端の白と黒の境界が直線になるよう

に補正することで、ゆがみは解消することができ

た。また、通信時間は 1分未満と、HF の運用に耐え

うる時間での送信ができた。一方で、画質はかなり
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悪くなった。そのため、低画質になることを意識し

た送信画像づくりが大切であると感じた。 

 

 
図 8 受信時のパソコン画面 

 

 
図 9 送信時のパソコン画面 

 

最後に 

最後で読みいただきありがとうございます。今回

はアマチュア無線の画像通信について、ファクシミ

リと SSTV について取り上げた。現在注目の画像通

信には、D-STARをはじめとしたデジタル方式が多

いが、今回はあえてアナログな通信に挑戦してみ

た。今回、画像の通信に挑戦しようと思ったきっか

けはハムフェアで、ファクシミリ・クラブが、ファ

クシミリの送受信を Raspberry Piで行う装置を展示

しており、面白いと思ったことである。アマチュア

ファクシミリはハードルの高いイメージがあった

が、パソコンやマイコンによってとても簡単なもの

になっていることを知り、いろいろな通信形式を試

してみたいと思った。 

電子メールの普及により、ファクシミリの契約数

は年々減少傾向にあり、キュルキュルという、FAX

の送信音を聞いたことがないという人も学生にはい

るかもしれない。個人的には FAX のピポパで相手の

電話番号の音が流れた後、キュルキュルという音が

流れるのは好きなのだが、これも過去の技術となっ

てしまうのだろうかと思うと、少し寂しい気分にな

る。 

さておき、今回の免許申請の簡素化により、パソ

コンを用いた様々な通信方式がやりやすくなった。

当局は SSTVや FT8を含む、附属装置を用いた工事

設計の免許を既に持っていたが、これから挑戦する

方にはとても良い状況であると思う。アマチュア無

線家の皆さん、いろいろなことに挑戦して、アマチ

ュア無線を盛り上げていきましょう!! 

そして、まだアマチュア無線をやったことがない

方、アマチュア無線の魅力を今後も伝えていきたい

と思いますので、ぜひハムの世界へ、足を踏み入れ

てみてはいかがでしょうか？  
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電子工作初心者が 

エレキギター用エフェクター

を作ってみた 

寝不足オペレーター44 

はじめに 

私は、電気/機械関連の構造物（発電所、送電鉄

塔、飛行機、工業地帯など）に”良さ”を感じるたちで

ある。その気質が乗じ、今年四月に東北大学学友会

アマチュア無線部に入部した。しかし、私は電気や

機械に関する実践的な知識に乏しく、はんだ付けや

配線、パーツ選びなどの電子工作に関する基本的な

技術も持ち合わせていなかった。そこで、本誌への

寄稿に合わせて人生（ほぼ）初の電子工作を行うこ

とにした。本項は、「初心者が初めて行った電子工作

に関する感想および報告」を示すものである。した

がって、回路の構造や役割に関する詳細な解説を主

とするものではないということについて、予めご了

承願いたい。どうか肩の力を抜いて、ゆったり読ん

でいただければ幸いである。 

 

今回制作したものについて 

”エフェクター”とは、エレキギターの音に様々な変

化を起こす機械のことであり、音を歪ませるもの

や、音の残響に変化を加えるものなど、数えきれな

いほどの種類が存在する。 

今回は、数あるエフェクターの中でも音を歪ませ

る”歪み系”エフェクターのひとつである”ファズ”を制

作した。簡単に説明すると、歪み系エフェクターと

は音を増幅する装置であるアンプの増幅値の限界を

超えて音を増幅させることで波形を潰し、音を歪ま

せる機械である[1]。その中でもファズは、クリッパ

ー回路にダイオードを使用して無理やり波形を潰す

ことで音を歪ませるエフェクターである[1]。 

今回は、桜屋電機店 (https://www.sakurayadenkite

n.com/) で販売されている「ゲルマニウムトランジ

スターFUZZ基板・パーツセット」をもとに制作を

行った。このキットには、ゲルマニウム・トランジ

スタという部品が付属している。この部品は熱に弱

く高価であるため、現代ではより安定したサウンド

が作れるシリコン・トランジスタが用いられている

[1]。しかし、今回のように、ゲルマニウム・トラン

ジスタが生み出すチリチリした特徴あるサウンドを

求めて、あえてゲルマニウム・トランジスタを使用

する場合もある[1]。 

 

パーツを揃える 

通販でキットと穴あけ加工済みケース（入手が難

しい）を入手したあと、他に必要なパーツを揃える

ために私は市内でも有数の電子パーツ店に向かっ

た。 

 

 
図 1 キットに含まれていた部品の一部 

 

パーツ屋にはたくさんの部品が並んでおり、事前

の調査不足のためにどの部品を買えばよいのか判然

としなかった。とりあえず、ケースにあいている穴

の大きさを確認しながらステレオジャックとモノラ

ルジャックを購入した（結果は後ほど）。また、ほか

に配線材が必要であったので、とりあえず一番太め

のものを選択した（結果は後ほど）。こうして、必要

な部品をひととおり揃えた私は、不安とともに家路

についた。 

 

部品の寸法には気を付けよう 

家に帰り、試しに購入したケースにパーツをはめ

てみる。DCジャック、LED は問題なく取り付ける
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ことができた。そしてステレオジャック、モノラル

ジャックを取り付けてみると…。 

 

 
図 2 部品が干渉していた様子のイメージ 

 

なんと、モノラルジャックとステレオジャックが大

きすぎて挿したシールドケーブル同士がくっついて

しまうのである。これでは、間違いなくエフェクタ

ーは機能しないことだろう。穴径だけではなく、部

品全体の大きさも考慮しなければならなかったので

ある。私は泣く泣く再度電子パーツ屋へ向かい、よ

りコンパクトなジャックを購入した。 

 

基板へのはんだ付け作業 

なんとか部品を揃え、いよいよ基板のはんだ付け

作業に入る。今回のキットに付属していた基板はプ

リント基板であり、スズメッキ線を使って部品同士

をつなげる必要はなかった。手始めに、抵抗から取

り付けていくことにした。 

キットに封入されていた抵抗の形式が古いものな

のか、どれが何オームの抵抗なのか見た目ではわか

らなかった。そこで、やや手間ではあるがテスタを

用いて抵抗を測定し、配線図と対応させていく。 

 

 
図 3 ラベリングされた抵抗 

 

抵抗のラベリングが完了したあと、抵抗を基板には

んだ付けしていく。 

 

 
図 4 抵抗の取り付けが完了した基板（表） 

 

 
図 5 抵抗の取り付けが完了した基板（裏） 

 

多少不格好ではあるが、なんとか無事に部品を取

り付けることができた。その後も、コンデンサやト

ランジスタを（向きに四苦八苦しながらも）基板に

取り付けた。 
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図 6 ひととおり部品の取り付けが完了した基板 

 

ケースのデザイン作業 

配線作業に移る前に、ケースのデザイン作業に取

り掛かることにした。技術や費用、時間の問題で今

回はケースへの塗装作業は行わないことにし、代わ

りに透明シールでオリジナルのデザインを貼り付け

る。 

まず、Word 上でイラストや文字の配置を決定す

る。ケースの穴の部分にシールが被らないよう、手

元でケースの寸法をしっかり測りながら調整作業を

行う。 

 

 
図 7 Word でケースのデザインを行っている様子 

 

調整が完了したら、専用の耐光耐水ステッカー用紙

にデザインを印刷し、シールを切ってケースに貼り

付ける。 

 

 
図 8 オリジナルシールを貼り付けたケース 

 

配線作業 

配線材は適当に買わないようにしよう 

ケースのデザイン作業も終わり、いよいよ配線作

業を始める。手始めに基板に繋がる線をはんだ付け

してみようと、配線材を基板の穴に差し込もうとし

たが…。 

 

 
図 9 配線材が太すぎて基板の穴に入らない様子のイ

メージ 

 

入らないのである。「細すぎると電圧に耐えられな

いとかあるのかな？」と思い、雑に太い配線材を購

入したのが間違いであった。この日は配線作業を進

めるのを断念し、悲しみに暮れながらより細い配線
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材を通販サイトで購入、配達員の来訪を待ちわびる

のだった。 

 

うっかりミスには気を付けよう 

数日後、無事細い配線材を入手し、今度こそ、と

配線作業に取り掛かる。配線材が 1 か所に複数繋が

っている部分に苦戦したり、フットスイッチの向き

を間違えかけたりしたが、なんとか作業を進めてい

く。無事にすべての箇所への配線が完了し、部品を

穴に固定しようとしたそのとき…。 

 

 
図 10 ナットに配線材を通し忘れてしまった様子の

イメージ 

 

ナットに配線材を通し忘れてしまったのである。

これでは部品を固定できない。悲しいことに、この

とき通し忘れた線は基板上の 3 本の配線材が繋げら

れている部分にはんだ付けされていた。3本の配線材

を、もう一度はんだ付けしなおさなければならない

のである。初心者にはかなりショックな状況にしば

らく頭を抱えたが、再びはんだごてとはんだ吸い取

り線を握りしめ、作業を継続する。 

いろいろなミスはあったものの、無事に配線作業

が完了した。 

 

 
図 11 配線が完了した様子 

 

動作確認 

動作確認① 

部品を固定する前に、1回目の動作確認へと移る。

まず、エフェクターがオンの状態であることを示す

LED が点灯するかどうか確認する。仕組みの説明は

省くが、多くのエフェクターにおいてはステレオジ

ャックに挿されたシールドケーブルがスイッチの役

割をする。ステレオジャック（in 側）にシールドを

挿し、フットスイッチを踏んでみると…。 

 

 
図 12 LED が点灯した様子 

 

正直、一度で成功すると思わなかった。LED が無

事に点灯したときの高揚感は非常に大きなものであ
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った。続いて、ギター及びアンプと接続して音を出

してみる。緊張のなか、ギター弦にピックを引っか

けると…。チリチリ、ビリビリとした音がアンプか

ら流れ出た。正常に動作したのである。私は胸を大

きく撫で下ろし、しばらく生暖かい感動に浸った。 

 

ケースに部品を固定する 

動作が確認できたところで、部品を固定する作業

に取り掛かる。まず、アルミ製ケースが基板と干渉

するおそれがあったため、スポンジを基板の裏に敷

いてみる。普通の掃除用スポンジが思いの外基板の

サイズと適合した。 

 

 
図 13 スポンジを基板の下に敷いた様子 

 

ケースが小さすぎたため、非常に大変な作業とな

ってしまった。先ほどは正常に動作したが、こんな

に無理やりケースに押し込んだ状態で果たして正常

に動作するのだろうかという不安を抱えつつ、ケー

スの蓋を閉める。 

 

 
図 14 部品を固定した様子 

 

動作確認② 

部品を固定した状態で、再び先ほどと同様に動作

確認を行う。結果は成功であった。これで、作業の

すべてが無事完了したのである。初めての電子工作

が成功したことが大変うれしく浮かれていた私は、

完成したエフェクターで軽く音作りをしてみたり、

じっと眺めたり、友人に写真を送って自慢したりし

ていた。 

 

 
図 15 ギターとアンプとエフェクターを繋いでいる

様子 

 

 
図 16 完成したエフェクター 
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まとめ 

はじめての自力での電子工作ということで不安で

いっぱいで問題もたくさん起きたが、最後にはうま

くいって非常にうれしかった。自分の手で、自分が

使えるものを作るという行為の喜びを十全に感じる

ことができた。今回の取り組みで電子工作へのハー

ドルが自分の中で少し下がったため、今後もいろい

ろなものの自作に挑戦してみたいと思う。 

 

追伸 

このような駄文/乱文に最後までお付き合いいただ

きありがとうございました。読んでくださった初心

者の方が電子工作に興味をもってくれたり、熟練者

の方が初心者のつまずきポイントに気づいてくれた

りしたのなら幸いです。 

 

参考文献 

[1] 【今さら聞けない】エフェクターの基礎知識編 

～歪み系エフェクター～ - 島村楽器 ギタセレ

ニュース (https://guitarsele.com/article/feature

/basic-knowledge-of-effector-hizumi/) 閲覧: 20

23/10/11 
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MATLAB の自己学習コースを

やってみた 

プロフェッショナル糸電話士 

はじめに 

予めことわっておきたいことがある。MATLAB は

当部のバックナンバーでも度々取り上げられている

が，私が書く記事は偉大な先輩方のそれに遠く及ば

ないものであり，入門前のガイダンスレベルである

こと，そして筆者は大学の必修の授業でしかプログ

ラミングをしない（選択必修のプログラミングの講

義は逃げた）ような，全くの素人であることを理解

して頂きたい。そもそもMATLAB を選択したの

も，先述の逃げた選択必修で取り扱われていた言語

であったからであり，「重いレポートとかはやりたく

ないけど後れを取り戻したいな」という甘ったれた

願望と「大学で契約しているから本来は有料なもの

が無料で使えてお得」といった不純な動機が根底に

あるからだ。 

何はともあれインストールしたが，右も左も分か

らない。するとチュートリアル的なものがあったの

でそれをやってみた。本稿はそのチュートリアル的

なもの，「自己学習形式のオンラインコース」を受け

てみて感じたことをまとめたものである。 

１．MATLAB 入門 

MATLAB を立ち上げると第一に推奨されるコース

だ。内容は表 1 に示す通りである。 

 

表 1 MATLAB 入門のモジュールの表 

 
 

尚，本稿で紹介するコースは全てオンライン上の

MATLAB を用いて行われる。各セクション（モジュ

ール）について，いくつかのタスクと任意の追加課

題が割り振られておりそれらをこなしていく形式で

進んでいく。全てのコースでヒントと解答を確認で

きるようになっており，分からない問題があっても

そこで停滞することはない。実際の画面を図 1，図 

2 に示す。 

 

 
図 1 MATLAB 入門より抜粋。この形式は始めのう

ちだけである。 

 

 
図 2 MATLAB 入門より抜粋。他のコースもこの形

式が多い。Task ごとに欄が区切られているが無視し

て１つの欄に入力しても構わない。 

 

このコースは四則演算のレベルから始まり，簡単

なグラフへのプロットや for ループまでを取り扱って

いて MATLAB 以前にプログラミング自体の経験が

ない人でも取り組めるようになっていると感じた。

モジュール数は 15 で所要時間の目安は 2 時間と書い

てあったが筆者は 2 時間を少しオーバーするくらい

であったと記憶している。15 個目のモジュールはア

ンケートでフィードバックを送るものになってい

た。 

２．MATLAB 基礎 

先述の入門のコース終了後に勧められたことや夏

休み期間で時間にゆとりがあったこともあり選択し

た。内容は表 2 に示す通りである。 

MATLAB の主な機能を紹介するというコースであ

り，序盤のうちは入門と重複する箇所もあったが後

半，特に復習プロジェクトⅠを過ぎたあたりから難

易度が上がっていったと感じた。以前のモジュール

で学んだことが（解答を写してばかりであったか

ら）身についていないため手が止まることが多々あ

った。 
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表 2 MATLAB 基礎のモジュール一覧 

 
 

 
図 3 MATLAB 基礎復習プロジェクトⅡから抜粋。

右の表やヒストグラムは Task1,Task2 で作ったもの

である。 

 

モジュール数自体は 18 と入門とあまり変わらない

ように見えるが，モジュール内のタスク数が多くな

っているため所要時間は 25時間となっている。夏休

み期間で怠惰な生活を送っていたとはいえ数週間は

このコースに費やされた。大事そうなことはやって

いたようであったが，身についたとは言えず，消化

不良気味に終わってしまったのが正直な感想であ

る。 

３．無線通信入門 

無線部ということでいくつかあった入門コースの

中から選択した。内容は表 3に示す通りである。 

 

表 3 無線通信入門のモジュール一覧 

 
 

0 と 1からなるベクトルをつくり，4つのビットご

とにまとめQAM信号を作成復号するという流れで

シミュレーションを行う。最初は変調と復調を行う

だけだが，フィルターやチャネルを追加したり，

SNR の値を変えてみたりといったことができる。 

 

 
図 4 信号処理の流れ。無線通信入門内 OFDM の

モジュールから抜粋。 

 

モジュール数は 6で所要時間は 1時間程度であっ

た。 

４．おわりに 

今回，3つのコースを受けてみた感想としては無料

ということを考えれば悪くはないという印象であ

る。筆者の取り組み方に問題がないとは言えない

が，このコースを終えたからと MATLAB ができる

ようになったとは言えない。他にもしばらく放置し

ているとタイムアウトになったり，提出を押しても

フリーズし，再更新したら採点途中のプログラムが

消えてしまったということがあったりと不満な点も

あった。しかし，日本語にも対応している点や色々

な機能を網羅している点など評価できる点もある。

更に本稿では触れなかったが，MATLAB にはこの自

己学習形式のコース以外にも小問を解いていく形式

の Codyやコミュニティのブログや動画による解説な

ど様々なリソースが使える。こういったツールを使

いこなせば独学での習得も可能なのかもしれない。

（私はしていないが…） 

 

参考文献 

[1] MathWorks 社 自己学習形式のオンラインコー

ス https://matlabacademy.mathworks.com/jp/

（閲覧: 2023/10/7） 
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私的備忘録 (2017 – 2023 ) 

富沢いずみ 

はじめに 

私事で恐縮ではあるが私がアマチュア無線部に入

部してからはや六年が経ち、今年が最後の一年とな

った。本記事は私個人の活動を振り返ると共に、部

員数の減少やコロナ禍などの様々な障害を乗り越え

てきた６年間、部で行っていた様々な取り組みなど

を個人の記録という形を通して残したいと考え、過

去を懐かしみながら執筆したものである。（なおこの

記事は個人の記憶を淡々と書き連ねたものであり、

写真は載せておりません。） 

入部と一年目の活動 

私が入学した当初、部やサークルの新歓活動はや

はり対面が主体であった。入学式会場の沿道は数多

のサークル関係者で埋め尽くされ、入退場の際には

抱えきれない程の活動紹介や見学会に関したビラを

渡されたものである。Twitter（現 X）等を使用した

オンラインでの活動も行われており、新歓イベント

の告知や質問箱等を利用した相談も活発に行われて

いた。部・サークル活動に対する胸の高まりは新生

活などと並び今後の楽しみの一つとなっていた。そ

うこうしているうちにオリエンテーションや授業が

行われ、本格的な新歓シーズンが始まる。川内キャ

ンパスでは休み時間になると積極的な勧誘が行わ

れ、右往左往する新入生は声を掛けられる度に話を

聞いたものであった。 

そんな中、私がアマチュア無線部を知ったのは本

当に偶然の巡り合わせであった。緑色の地肌が隠さ

れるまでに多くのビラが貼られた掲示板の中で、私

の目を引いたのがアンテナの写真を主体として「ア

マチュア無線部」の文字が大きく書かれた一枚のポ

スターであった。なんとなく興味を持った私は、川

内キャンパスの片隅にある部室へと向かう。歴史を

感じる平屋建ての建物の隅、アンテナからケーブル

が数本引き込まれた部室に入る際は少し緊張した

が、扉を叩くと一人の先輩が出迎えてくれた。当時

２回生だった彼はアマチュア無線や電子工作、プロ

グラミングなど様々なことを手掛けており、彼の話

術と内容に興味を持った私は気付けば入部届にサイ

ンを書いていた。学部で仲の良かった同級生を成り

行きで誘い、最終的には３人の新入生と数人の先輩

でこの年のアマチュア無線部は活動をスタートし

た。 

アマチュア無線部に入部した私は早々に新歓運用

へと駆り出された。キャンパスや部室の位置すらあ

やふやなまま片平キャンパスで積み込みを行い、山

形県鶴岡市の運用地へ。この段階では無線従事者免

許を取得しておらず運用自体は出来なかった。しか

し先輩が交信している姿を見ること、スピーカーか

ら遠くの地で無線運用を行っている交信相手の声が

聞こえること、自分たちで立てた頼りないアンテナ

でその交信を可能にしているということになんとも

言えない面白さを感じたものであった。 

その後、夏休み期間を使ってアマチュア無線技士

３級の試験を受験し免許を取得。試験に関しては過

去問や問題を繰り返し解くことが出来るサイトのお

陰で９割近くの正答率で無事クリア。申請後、免許

取得のために東北総合通信局まで足を運んだのも今

となっては懐かしい思い出である。フォネティック

コードがなかなか覚えられず、何度か交信相手に聞

き返す羽目になったり、機器の操作に戸惑ったりと

決して順風満帆では無かったが、数回の運用、芋煮

会や忘年会等の懇親を深めるイベントなどを経て一

年目の活動は終わりを告げた。 

 

二年目 

昨年はお客様として臨んだ新歓活動であったが、

二年目となると立場は変わって受け入れる側とな

る。ポスターの作成や頒布、部室での説明会などを

経てなんとか新入生を確保。相変わらず大人数とま

では言えないが、アマチュア無線の経験を持つ新入

生が入ってきたことで活動のハードルは少し下がっ

たようだ。この年は岩手県岩蔵山での新歓移動運用

を実施。小雨が降る中のテント設営に苦戦した記憶

は今でも少し残っている。この年も昨年に引き続き

数回の大会や運用に参加。八溝山で行われた

6m&downコンテストでは夜を徹して運用や運用のサ

ポートを行っていたと思うのだが、何故か記憶があ

まり残っていない。この頃より無線技術や電子工作

にも興味を持つようになり、授業と並行して部で行

われていた勉強会等に参加したり、何か自分で無線

に関する機器を作ってみようと思ったりしていた
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が、目立った成果を上げること無く今に至ってしま

ったことは後悔として今も残っている。 

とはいえ、この年度は無線運用や様々なイベント

も行い楽しく活動を行っていた。翌年以降に訪ずれ

る修羅場などつゆ知らず…… 

 

コロナ禍、そして今に至る 

そして翌年、2020 年は新型コロナウイルスによる

混乱が全世界を駆け巡った。大学では対面での授業

やサークル活動が禁じられ、慣れないオンラインを

主体とした生活や未知のウイルスに対する恐怖と戦

いながらの一年となった。 

最初の頃はサークル活動どころではない状態では

あったものの、新歓の時期ともなれば活動しないわ

けにはいかない。これまでは対面がデフォルトだっ

た新歓活動はオンラインへの転換を強いられること

となり、Twitter やGoogle meet、classroom を使い

活動することになった。迎える側の私達も、新入生

の側も十分に慣れているとは言い難く大小様々な苦

労はあったものの、一定の成果を挙げたオンライン

主体の活動はこれまでアプローチ出来なかった層へ

の浸透や柔軟な活動が可能になる等の気付きより、

2023 年現在でも積極的に活用されるようになってい

る。また、部員間の交流や必要情報の伝達という点

ではコロナ禍以前から利用していた slack の積極的な

活用に加え、discord 等のサービスを導入することに

より多様な形での意見交換や情報伝達が可能となっ

ている。 

そして、対面活動の禁止は私達のメインの活動で

ある無線運用にも大きな影響を及ぼした。片平・川

内の部室での運用や、県内外への移動を伴う運用が

制約されたことで個人免許・設備を持つ部員以外は

ほぼ運用が不可能となった。そのため個人参加を軸

とした活動を実施。青葉山や県内への移動運用も大

手を振って実施することが可能となったのも最近に

なってからである。私自身は多忙故にあまり活動に

参加は出来ていないものの、今年からは 5類への緩

和、新入生の増加等を背景に積極的な活動が行われ

ていることは極めて嬉しい話である。 

この記事が掲載されている「部誌」もコロナ禍に

おける重要な活動として始まったものである。対面

での活動が出来ない中で、部として活動する意義と

して何か出来ないか、活動成果として外部に発信で

きるものは無いかと考える中、兼部しているサーク

ルで例年機関誌を発行していたことを参考とし一人

一記事を書いて部誌を発行しようと提案したのがき

っかけであった。部の紹介から個人の研究活動、電

子工作から運用の報告まで幅広い内容が集まり今号

まで続いていること、そして大学祭やWEB 公開によ

って多くの人の手に取ってもらい、感想を頂けてい

ることはこれほど嬉しいことはない。 

2020 年度は結局対面での活動は極めて少ない結果

で終わったものの、2021 年度・2022 年度では活動の

規模や方法を工夫して運用や交流イベントを実施、

そして大学祭にも参加した。体験局制度を利用した

無線体験や、電子工作で作成した物品の展示、ポス

ター展示など私達の活動を伝え楽しんで貰ったこと

は極めて大きな成果であった。また、普段あまり接

さない属性の方にアマチュア無線部とはどのような

ことをする部で、どんな思いで活動しているかにつ

いて伝える機会となったこと、そして様々な感想を

直に聞くことが出来たのも個人的にとても嬉しく思

っている。 

この原稿を書いている現在、定例部会や移動運用

など対面での活動もほぼ以前と同じ形で行われるよ

うになり、学祭も例年通りの規模で実施される見込

みである。この３年間、厳しい制限の中で試行錯誤

した経験から得るものは部としても個人としても大

きかったのではないだろうかと今改めて思う。 

 

最後に 

前半こそ個人の感情も多めに書いていたが、後半

は部としての活動報告のようなものが多くなってし

まった。これは、途中から学生代表の方を支援する

形で部の運営に多少なりとも携わっていたため部と

個人の経験や感情が一体化したためであろうか。 

とにかく、偶然の出会いから始まった六年間の部

活動。無線運用を極めることは出来なかったがアマ

チュア無線の魅力に気付き、電波や通信等の周辺技

術・電子工作等への興味関心が高まった。また、部

の運営や様々な人との交流からも多くのものを得た

ように思う。そう思うとこの６年はとても充実して

おり、また貴重な経験であったように感ずる。 

今後の部の繁栄を願い、活動を支えてくれた部員

や OB の方、顧問の先生を始めとした全ての方に感

謝して私の駄文を〆たいと思う。 
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編集後記 

坂東入香 

M1 の坂東入香です。大学に入学して始めたアマチ

ュア無線も今年で 5 年目になり、この夏、ようやく

モールス通信を始めることができました。ずっとや

るやると言っていたことをようやく実現できてうれ

しいです。まだまだ、慣れないモールス通信です

が、いつか海外交信できるように頑張りたいと思い

ます。また、私の記事がモールスを始めたいけど勇

気が出ないという方のきっかけになれば幸いです。 

 

幽霊部員 2 

最後まで読んでいただきありがとうございます。

徐々にアマチュア無線について学びながら楽しみた

いと思います。 

 

幽霊部員 1 

最後まで読んでいただき、ありがとうございまし

た。今後も部の一員として、精力的に活動に取り組

んでいきたいと思います。 

これからもよろしくお願いします。 

 

K.M 

最後まで読んでいただきありがとうございまし

た。まだ至らない部分が多いですがこれからも部の

一員として活動に励んでいきます。よろしくお願い

します！ 

 

部員 J 

最後まで読んでいただきありがとうございます。 

今後とも弊部，東北大学アマチュア無線部のほど

よろしくお願いします！ 

 

tk0h 

最後まで読んでいただきありがとうございます。 

今後とも弊部，東北大学アマチュア無線部をよろ

しくお願いします！ 

 

JJ1FNU 

－ ・・・・ ・－ －・ －・－  －・－－ 

－－－ ・・－  ・・－・ －－－ ・

－・  ・－・ ・ ・－ －・・  ・・ 

－ ・－・－・－  

－ ・・・・ ・・ ・・・  ・・ ・・・  

・－－－ ・－－－ ・－－－－ ・・－・ 

－・ ・・－ ・－・－・

－  ・・  ・・・・ ・－ ・・・－ ・  

－・・ －－－ －・ ・  ・－ －－ ・－ 

－ ・ ・・－ ・－・  ・－・ ・－ 

－・・ ・・ －－－  ・・・ ・・ －・ 

－・－・ ・  ・・  ・－ －－  ・－－－

－ ・・・・－ － ・・・・ ・－・－・

－  ・・  ・－－ －－－ ・・－ ・－・・ 

－・・  ・－・・ ・・ －・－ ・  －・－

－ －－－ ・・－  － －－－  －・－ 

－・ －－－ ・－－   ・・・・ －－－ ・

－－  ・・ －  ・・ ・・・  ・・

－・ ・・－ －・ ・－・－・－  －

－・・・ ・・・－－  －－－ ・－・  －－

－・・ －－－・・ ・－・－・－ 

 

プロフェッショナル糸電話士 

ボクの頭は自分が 思うより Cだった 

float をつけなきゃ 不安になってしまうよ 

あの軽量なコードで 動かせないのは 

マイコンでも ノートでもなく僕かもしれないけ

ど 

Pythonでも MATLABでも 僕が僕らしくある

ために 

整数なら int つける気持ち抱きしめてたい 

そしていつか言語を学び まともな記事を書ける

知識 自分の力に変えていきたいけど 
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寝不足オペレーター44 

寝不足オペレーター44 と申します。今回、初めて

の電子工作及び部誌への寄稿ということで、至らな

い点もたくさんあるかと思いますが、温かい目でご

覧いただけますと幸いです。私事になりますが、9 月

初旬にようやく第 3 級アマチュア無線技士の免許証

が交付され、10月に初めて他局の方との交信を行い

ました。先輩方や先生、同級生のおかげで楽しく活

動させていただいております。今後もアマチュア無

線や電子工作に関する活動にどんどん前向きに取り

組んでいきたいと思いますので、よろしくお願いし

ます 

 

富沢いずみ 

富沢いずみです。今回の投稿が多分最後になりま

す。これまでありがとうございました！ 
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